
特集 そうだ　読書しよう
Sバス北部線の時刻が変わります

平成21年度　保育園入園受付のお知らせ

市政報告懇談会が開催されました

BOLETIM INFORMATIVO DE SHINSHIRO（ポルトガル語版広報）

エコとぴっくす「家電リサイクル法」をご存じですか

ほのか診察室「市民病院の診療体制」について

�緊急医・カレンダー　�特集　�ニューススポット

�お知らせ　�ほのか診察室　�しみんのトビラ　�心の栞
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今月の人口
平成20年10月1日現在（前月比）

※転出の取り消しなどで、総人口前月比の合計と
   異動事由の集計が一致しない月もあります。

総人口… 51,628人（－21）

男……… 25,364人 （－12）

女……… 26,264人（　－9）

世帯数…………16,471世帯

緊 急 医

休 日 診 療 所
夜 間 診 療 所

夜
　
間

診
療
所

緊
急
医

出生……21人

死亡……46人

転入……76人

転出……74人

QRコードを利用しますと

携帯電話から緊急医の

情報をご覧になれます。

特別養護
老人ホーム
麗楽荘

新城保健センター
新城休日診療所

新城休日診療所
新城市矢部字上ノ川1番地8

☎23-3665

至鳳来
消防防災
センター

新城東高校東郷西小

東新町

眼　 科

午前9時30分～午後4時30分

医　 科

午前9時～正午

開 設 日

開 設 場 所

歯　 科

整形外科

皮 膚 科

11月　2日（日）・　3日（祝）

　　　 9日（日）・16日（日）

　　 23日（祝）・24日（振休）

　　　30日（日）

石川整形外科
クリニック
☎24-6500

（平　井）

平日／午後7時～午後11時

平日／午後7時～午後11時

☎24-6022

皮フ科
新栄クリニック

（平　井）

診療は医科・歯科ともに外

来のみです。利用されると

きは、必ず「健康保険証」

などをご持参ください。

2

いきいき
ライフの館

ケアハウス
和光ハイム

介護老人保健施設
サマリヤの丘

至
牛
倉

至
上
平
井

JR飯田線（至飯田）

151

茶臼山厚生病院

今泉医院

おさだファミリークリニック

内山医院

静巌堂医院

西新町内科整形外科外科医院

中村医院

宮本病院

しんしろフィットクリニック

ほうらいクリニック

茶臼山厚生病院

村松内科

ちさと医院

高木内科医院

今泉病院

中根医院

静巌堂医院

ながしのクリニック

織田医院

荻野医院

くまがい医院

星野病院

米田内科

のだクリニック

緑が丘診療所

今泉医院

おさだファミリークリニック

あいきょうクリニック

茶臼山厚生病院

内山医院

外来のみですので、受診を希望される方は、

電話で容態を事前に連絡してお越しください。

また、緊急医は都合で変わることがあります。

電話で症状を連絡のうえご来院ください。

医師の都合により、診療時間の変更また

は休診することがあります。

内科、小児科

診 療 時 間

午後8時～午後11時

（受付／午後7時30分～午後10時30分）

開　設　日

月、火、金、土曜日（祝日除く）

開 設 場 所

新城市夜間診療所

新城市字北畑54番地1

（新城市民病院東側隣接地）

☎24-1161

平日／午後7時～午後11時
休日／午前9時30分～午後4時30分

7

26

30

金

水

日

夜

夜

昼

11 火 夜

18 火 夜

さくら眼科
☎22-4100

（上平井）

さくら眼科
☎22-4100

（上平井）

春日眼科
☎24-3222

（杉 山）
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金
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日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

内科・小児科
（午後8時～午後11時）

内科・小児科
（午後8時～午後11時）

内科・小児科
（午後8時～午後11時）

内科・小児科
（午後8時～午後11時）

内科・小児科
（午後8時～午後11時）

内科・小児科
（午後8時～午後11時）

内科・小児科
（午後8時～午後11時）

内科・小児科
（午後8時～午後11時）

内科・小児科
（午後8時～午後11時）

内科・小児科
（午後8時～午後11時）

内科・小児科
（午後8時～午後11時）

内科・小児科
（午後8時～午後11時）

内科・小児科
（午後8時～午後11時）

内科・小児科
（午後8時～午後11時）

内科・小児科
（午後8時～午後11時）

住宅

住宅

新城
市民病院

駐車場は、新城市民病院駐車場をご利用ください。

案
内
板

新城市
夜間診療所

新城市夜間診療所位置図

正面
玄関

身障者
駐車場

国道301号至豊川 至東栄

新城区
検察庁

新城
簡易

裁判所噴水

乳幼児突然死症候群（ＳＩＤＳ）
対策強化月間（～30日）�
絵本の読み聞かせ【文】（図）

犯罪被害者週間（～12月1日）

性の健康週間（～12月1日）

医療安全推進週間（～29日）

世界糖尿病デー

家族の日

食育の日

全国糖尿病週間（～16日）�

女性に対する暴力をなくす
運動（～25日）�

秋季全国火災予防運動
（～15日）�

税を考える週間（～17日）

全国一斉「女性の人権ホット
ライン」強化週間（～23日）

勤労感謝の日

アイデア教室【は】

アイデア教室【は】

絵本の読み聞かせ【文】（図）

絵本の読み聞かせ【文】（図）

絵本の読み聞かせ【文】（図）

絵本の読み聞かせ【文】（図）

暮らしのカレンダー
【文】文化会館　　【青】青年の家　　【体】市民体育館　【西】西部公民館　

【資】歴史資料館　【は】はつらつセンター【観】観来館　【開】作手開発センター

文化の日
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読
書
ノ
ス
ス
メ

絶
対
オ
モ
シ
ロ
い
か
ら
っ
て

友
だ
ち
か
ら
薦
め
ら
れ
た
こ
の
本

正
直
、
読
書
な
ん
て
卒
業
し
て
以
来
か
し
ら

「
家
の
中
よ
り
外
の
方
が
気
持
ち
が
い
い
よ
」

だ
っ
て
、
ほ
ん
と
か
な

ま
、
今
日
は
お
天
気
も
い
い
し
、
試
し
て
み
る
か

秋
風
に
や
さ
し
く
頬
を
な
で
ら
れ
な
が
ら
、
本
を
開
く

最
初
は
、
主
人
公
の
名
前
も
頭
に
入
ら
な
か
っ
た
の
に

い
つ
の
間
に
か
自
分
も
、
登
場
人
物
の
ひ
と
り
に
な
っ
て
い
た

ド
キ
ド
キ
、
ド
キ
ド
キ

ペ
ー
ジ
を
め
く
る
た
び
に
、
鼓
動
が
高
ま
る

思
い
が
け
な
い
結
末
に
、
心
が
キ
ュ
ッ
と
な
っ
た

私
は
し
ば
ら
く
、
川
を
眺
め
て
い
た

心
地
よ
い
脱
力
感
と
と
も
に
席
を
立
つ

来
週
も
ま
た
来
よ
う
か
な

今
度
は
自
分
で
本
を
探
し
て

そ
う
だ

読
書

し
よ
う

特　集

読書感想文を書かなくてよくなってから
�本を読むのが好きになった

お気に入りの場所で、お気に入りの本を

す
す
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プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　
明
治
22
年
12
月
20
日
、
長
篠
村
大
字

横
山
（
現
新
城
市
横
川
）
に
誕
生
。
長

篠
尋
常
高
等
小
学
校
を
卒
業
後
、
洋
画

家
を
志
し
て
上
京
す
る
も
、
日
本
画
に

転
じ
、
松
岡
映
丘
に
弟
子
入
り
、
こ
れ

が
縁
と
な
っ
て
、
そ
の
兄
の
柳
田
国
男

（
民
俗
学
者
）
に
師
事
す
る
こ
と
と
な

り
、
民
俗
学
の
調
査
・
研
究
に
従
事
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

主な著作

・「おとら狐の話」（大正９年）

・「三州横山話」（大正10年）

・「猪・鹿・狸」（大正15年）

・「花祭」（昭和5年）

※図書館２階の郷土図書室でご覧い

　ただけます。

主な著作

・「坑鬼」

・「寒の夜晴れ」

・「大百貨注文者」

・「動かぬ鯨群」

・「幽霊妻」

・「とむらい機関車」

著　者　大阪圭吉
出版社　創元推理文庫

鈴
木
壮
太
郎
さ
ん
（
本
町
地
区
）

新
城
が
生
ん
だ
ミ
ス
テ
リ
ー
作
家

新
城
が
生
ん
だ
民
俗
学
者　

昭
和
５
年
に
代
表
作
「
花
祭
」
を
出

版
し
、
民
俗
学
の
分
野
で
の
地
位
を
確

立
し
ま
す
。

　
後
年
は
、
九
州
帝
国
大
研
究
室
で
農

村
経
済
学
の
研
究
を
続
け
、
農
民
教
育

協
議
会
鯉
淵
学
園
講
師
、
文
部
省
文
化

財
保
護
委
員
会
専
門
委
員
な
ど
を
務
め

ま
し
た
。

　
昭
和
31
年
12
月
23
日
、
東
京
に
て
病

没
。
（
享
年
67
歳
）

◆
「
三
州
横
山
話
」
か
ら

【
死
ぬ
ま
で
縄
を
な
っ
た
男
】

　
私
の
祖
父
の
弟
で
夏
目
周
吉
と
い
う

男
は
、（
中
略
）
、
朝
起
き
る
と
、
そ
の

日
の
天
候
を
家
の
者
に
訊
い
て
、
三
州

へ
墓
参
り
に
行
か
な
く
て
は
な
ら
な
い

と
、
ひ
と
り
諾
っ
て
は
土
間
へ
降
り
て

草
履
を
作
る
の
が
日
課
で
あ
っ
た
そ
う

で
す
が
、
草
履
に
緒
を
付
け
る
の
を
忘

れ
て
し
ま
っ
て
、
二
尺
ほ
ど
も
あ
る
長

い
草
履
を
幾
つ
も
作
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　
い
よ
い
よ
臨
終
と
い
う
日
に
は
、
床

の
中
で
そ
の
日
の
天
候
を
訊
い
て
、
手

に
唾
を
つ
け
て
は
、
し
き
り
に
縄
を
な

う
真
似
を
し
て
い
て
、
最
後
に
息
を
引

き
取
る
ま
で
、
そ
の
手
つ
き
は
休
め
な

い
で
、
安
ら
か
に
息
を
引
き
取
っ
た
と

言
い
ま
す
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　
本
名
は
鈴
木
福
太
郎
さ
ん
。
明
治
45

年
新
城
市
町
並
に
誕
生
。
昭
和
６
年
日

本
大
学
商
業
学
校
（
現
日
本
大
学
商
学

部
）
を
卒
業
後
、
新
城
町
役
場
に
就
職
。

役
場
に
勤
め
る
傍
ら
小
説
を
書
き
続
け
、

昭
和
７
年
「
人
喰
い
風
呂
」
が
雑
誌
の

懸
賞
で
佳
作
、
そ
の
年
「
デ
パ
ー
ト
の

絞
刑
吏
」
を
発
表
し
、
作
家
デ
ビ
ュ
ー

を
果
た
し
ま
す
。

　
そ
の
後
、
「
と
む
ら
い
機
関
車
」
、

「
死
の
快
速
船
」
な
ど
代
表
作
を
つ
ぎ

つ
ぎ
発
表
。
作
家
と
し
て
の
地
位
を
確

立
し
、
昭
和
13
年
に
は
新
城
町
役
場
を

退
職
、
本
格
的
な
作
家
生
活
へ
と
入
り

ま
す
。

　
昭
和
17
年
、
東
京
都
小
石
川
区
へ
移

住
。
東
京
で
の
作
家
生
活
に
入
る
も
つ

か
の
間
、
昭
和
18
年
8
月
応
召
し
て
戦

地
へ
赴
き
、
昭
和
20
年
７
月
戦
地
ル
ソ

ン
島
に
て
病
没
。
（
享
年
33
歳
）

と
む
ら
い
機
関
車
（
文
庫
本
）

　
Ｈ
市
の
機
関
手
、
長
田
泉
三
は
、
自

身
が
運
転
す
る
機
関
車
が
轢
殺
事
故
を

起
こ
す
た
び
、
花
輪
を
操
縦
室
の
天
井

に
49
日
間
飾
っ
て
い
た
。
そ
ん
な
長
田

泉
三
が
運
転
す
る
機
関
車
に
毎
週
日
曜

日
豚
が
衝
突
す
る
と
い
う
奇
妙
な
轢
殺

事
故
が
起
る
。
し
か
も
事
故
を
起
こ
す

の
は
決
ま
っ
て
長
田
が
運
転
す
る
機
関

車
。
誰
が
一
体
何
の
目
的
で
、
こ
ん
な

こ
と
を
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
は

意
外
な
顛
末
が
。

　
戦
地
ル
ソ
ン
島
に
て
夭
折
し
た
推
理

小
説
家
大
阪
圭
吉
の
作
品
「
と
む
ら
い

機
関
車
」
他
８
点
を
収
録
。

「
早
川
孝
太
郎
研
究
会
」
を
紹
介
し
ま
す

　
平
成
16
年
11
月
、
横
川
区
の
方
々

を
中
心
に
発
足
。
現
在
、
会
員
数

15
人
。
毎
月
第
一
月
曜
日
の
夜
に
、

早
川
孝
太
郎
全
集
や
、
「
新
城
は
ぐ

る
ま
の
会
」
が
制
作
し
た
朗
読
テ

ー
プ
を
も
と
に
、
読
書
会
を
行
っ

て
い
ま
す
。
物
語
に
登
場
す
る
植

物
や
人
物
を
調
査
し
て
み
た
り
、

会
員
は
み
な
、
楽
し
み
な
が
ら
研

究
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
２
年
前
か
ら
、
早
川
孝
太
郎
さ

ん
ゆ
か
り
の
地
を
訪
ね
歩
く
ウ
ォ

ー
ク
ラ
リ
ー
に
協
力
。
遠
方
か
ら
、

故
郷
を
懐
か
し
み
参
加
さ
れ
る
方

も
多
い
そ
う
で
す
。
平
成
18
年
に

は
、
市
の
「
め
ざ
せ
明
日
の
ま
ち

づ
く
り
事
業
」
の
助
成
を
受
け
、

横
川
公
民
館
の
舟
着
山
が
よ
く
見

え
る
場
所
に
説
明
板
が
設
置
さ
れ

ま
し
た
。

※
上
段
の
早
川
孝
太
郎
さ
ん
の
絵
は
、

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
参
加
者
が
、
彼

の
写
真
を
も
と
に
描
い
た
も
の
で
す
。

大
阪
圭
吉
さ
ん
の
こ
と
を
、長
男
の

鈴
木
壮
太
郎
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た

　
父
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
の
「
大
阪
圭
吉
」

で
す
が
、
こ
れ
は
、
父
が
作
家
人

生
を
始
め
た
当
時
、
大
阪
に
住
む

弟
か
ら
も
ら
っ
た
手
紙
が
き
っ
か

け
で
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
あ
る
時
、
父
の
弟
圭
次
さ
ん
か

ら
父
あ
て
に
手
紙
が
来
ま
し
た
。

そ
の
手
紙
の
最
後
に
は
、
「
大
阪

よ
り
圭
次
」
と
の
記
載
が
あ
り
ま

し
た
。
父
は
こ
れ
だ
と
感
じ
た
よ

う
で
す
。
当
時
、
推
理
小
説
界
の

巨
頭
江
戸
川
乱
歩
を
意
識
し
て
、

江
戸
に
対
し
、
大
阪
、
…
吉
は
当

時
は
や
り
の
名
前
。
文
学
者
ら
し

い
父
の
命
名
だ
と
思
い
ま
す
。

連絡先（代表　大谷将夫さん）　
TEL25-0888
E-Mail:yosshi@io.ocn.ne.jp

　
新
城
か
ら
広
い
世
界
へ
飛
び
立
っ
た
人
た
ち
。
彼
ら
の
著
書
を
読
み
な
が
ら
、
昔
の
偉
人
た
ち
に
思
い
を
は
せ
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
今
回
の
特
集
で
は
、
新
城
を
代
表
す
る
研
究
者
、
作
家
と
し
て
、
民
俗
学
者
の
早
川
孝
太
郎
さ

ん
と
推
理
小
説
家
の
大
阪
圭
吉
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

そうだ 読書 しよう

れ

き

さ

つ

よ

う

せ

つ

う
べ
な

き

お

お

さ

か

け

い

き

ち

は

や

か

わ

こ

う

た
　

ろ

う

は

や

か

わ

こ

う

た
　

ろ

う

さ
ん
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今
年
、
メ
ン
バ
ー
が
増
え
た
の
を
機
に
団

体
名
を
「
読
み
が
た
り
の
会
　
も
り
の
本
だ

な
」
と
改
め
、
さ
ら
な
る
活
動
の
充
実
を
図

っ
て
い
ま
す
。

　
月
２
回
、
低
学
年
、
高
学
年
分
か
れ
て
の

読
み
が
た
り
と
、
学
芸
会
へ
の
参
加
、
学
校

通
信
で
の
本
の
紹
介
が
主
な
活
動
内
容
で
す
。

月
１
回
集
ま
っ
て
、
本
の
情
報
交
換
や
学
芸

会
参
加
に
向
け
て
の
準
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
推
薦
す
る
こ
の
絵
本
は
、
富
安
陽
子
さ
ん

の
読
者
を
思
わ
ず
惹
き
こ
ま
せ
る
文
章
と
降

矢
な
な
さ
ん
の
迫
力
あ
る
絵
で
、
大
人
も
子

ど
も
も
、
思
わ
ず
ほ
ほ
え
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

ぜ
ひ
親
子
で
ペ
ー
ジ
を
め
く
り
、
楽
し
ん
で

も
ら
い
た
い
で
す
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、
一
緒
に
読
ん
だ
り
、
楽

し
ん
だ
り
す
る
大
人
が
そ
ば
に
い
る
こ
と
で
、

さ
ら
に
本
へ
の
興
味
が
深
ま
る
よ
う
で
す
。

た
く
さ
ん
の
本
と
出
会
わ
せ
て
あ
げ
た
い
で

す
。
子
ど
も
た
ち
の
楽
し
ん
で
く
れ
る
顔
を

見
る
の
が
、
私
た
ち
の
な
に
よ
り
の
喜
び
で

す
。

　
環
境
、
お
も
に
市
の
ご
み
問
題
を
考
え
行

動
す
る
会
と
し
て
、
平
成
７
年
９
月
に
発
足

し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
４
回
の
大
会
を
行

い
、
市
民
へ
の
問
題
提
起
・
意
識
啓
発
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
私
た
ち
が
こ
の
本
を
紹
介
す
る
の
は
、
か

け
が
え
の
な
い
地
球
を
改
め
て
思
い
起
こ
し

て
も
ら
い
た
い
か
ら
で
す
。
地
球
を
大
切
に

す
る
気
持
ち
が
環
境
問
題
を
解
決
し
て
い
く
。

そ
ん
な
期
待
を
こ
め
て
こ
の
本
を
紹
介
し
ま

す
。

　
私
た
ち
は
、
毎
年
、
主
軸
と
な
る
テ
ー
マ

を
掲
げ
、
会
員
同
士
で
活
発
な
意
見
交
換
を

し
な
が
ら
市
に
お
け
る
「
ご
み
」
を
は
じ
め

と
す
る
環
境
の
問
題
に
真
正
面
か
ら
立
ち
向

か
う
、
熱
き
仲
間
た
ち
で
す
。

　
「
あ
い
う
え
お
」
と
は
、
「
は
じ
め
の
一

歩
」
と
い
う
意
味
で
す
。
環
境
問
題
は
、
身

の
回
り
の
小
さ
な
こ
と
を
み
ん
な
で
気
を
つ

け
て
い
か
な
け
れ
ば
解
決
で
き
ま
せ
ん
。
み

な
さ
ん
も
私
た
ち
と
一
緒
に
、
ま
ず
一
歩
「
あ

い
う
え
お
」
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

設
立
　
平
成
15
年

代
表
　
齋
藤

純
子
さ
ん

会
員
　
８
人

内
容
　
小
学
校
で
の
読
み
が
た
り
、

　
　
　
本
の
紹
介
な
ど

　
代
表
　
齋
藤

純
子
さ
ん

　
�
39
‐
3
1
5
0

あ
ら
ま
し

　
や
ん
ち
ゃ
な
、
や
ま
ん
ば
の
子
「
ま

ゆ
」
と
、
ま
ゆ
を
食
べ
よ
う
と
思
っ

た
お
に
の
や
り
と
り
が
、
テ
ン
ポ
よ

く
楽
し
く
描
か
れ
て
い
ま
す
。
躍
動

感
た
っ
ぷ
り
の
ま
ゆ
と
お
に
の
姿
、

か
わ
い
い
き
つ
ね
の
絵
に
思
わ
ず
笑

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

あ
ら
ま
し

　
12
歳
の
少
女
が

1992
年
リ
オ
デ
ジ
ャ

ネ
イ
ロ
の
環
境
サ
ミ
ッ
ト
で
ス
ピ
ー

チ
し
ま
し
た
。
「
ど
う
や
っ
て
直
す

の
か
わ
か
ら
な
い
も
の
を
、
こ
わ
し

つ
づ
け
る
の
は
も
う
や
め
て
く
だ
さ

い
」
。
彼
女
の
伝
説
の
ス
ピ
ー
チ
が

色
鮮
や
か
な
絵
本
に
な
り
ま
し
た
。

著　者：富安 陽子　文

　　　　降矢 なな　絵

出版社：福音館書店

著　者：セヴァン・カリス＝スズキ
出版社：学陽書房

読
み
が
た
り
の
会

も
り
の
本
だ
な

設
立
　
平
成
7
年

代
表
　
大
谷

将
夫
さ
ん

会
員
　
20
人

内
容
　
環
境
問
題
に
対
す
る
問

　
　
　
題
提
起
や
意
識
啓
発
、

　
　
　
会
員
相
互
の
学
習

　
代
表
　
大
谷

将
夫
さ
ん

　
�
25
‐
0
8
8
8

し
ん
し
ろ
環
境

あ
い
う
え
お
会
議

設
立
　
昭
和
55
年

代
表
　
小
林

芳
春
さ
ん

会
員
　
地
区
会
員
と
個
人
会
員

　
　
　
で
構
成

内
容
　
設
楽
原
の
史
跡
保
全
と

　
　
　
研
究

　
事
務
局
　
今
泉

義
一
さ
ん

　
�
22
‐
0
4
9
2

設
楽
原
を
ま
も
る
会

●問

●問

　
少
年
野
球
に
と
っ
て
大
切
な
の
は
、
目
先

の
勝
利
で
は
な
い
。
だ
か
ら
、
い
く
ら
技
術

に
秀
で
て
い
て
も
、
礼
節
を
守
れ
な
い
子
は

試
合
に
出
場
さ
せ
ま
せ
ん
。
子
ど
も
た
ち
の

人
生
は
長
い
の
で
す
。
野
球
の
技
術
の
向
上

よ
り
も
、
人
間
的
な
成
長
の
方
が
は
る
か
に

大
切
で
す
。
そ
れ
を
伝
え
る
に
は
、
指
導
者

や
父
兄
が
そ
の
姿
勢
を
見
せ
る
こ
と
が
重
要
。

率
先
し
て
グ
ラ
ン
ド
整
備
を
行
う
背
中
か
ら
、

子
ど
も
た
ち
に
感
謝
と
奉
仕
の
心
が
芽
生
え

ま
す
。

　
よ
く
指
導
の
秘
訣
を
聞
か
れ
ま
す
が
、
正

解
は
あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
た
ち
は
一
人
ひ

と
り
み
な
違
う
の
で
す
。
子
ど
も
を
、
自
分

か
ら
教
わ
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
に
さ
せ
る

こ
と
、
そ
の
子
の
持
っ
て
い
る
力
を
最
大
限

に
引
き
出
し
て
あ
げ
る
こ
と
、
そ
れ
が
指
導

者
の
役
割
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
本
は
、
多
く
の
選
手
の
み
な
ら
ず
、

多
く
の
指
導
者
を
育
て
て
き
た
元
学
生
野
球

の
監
督
の
自
叙
伝
で
す
。
ま
さ
に
、
ア
マ
チ

ュ
ア
ス
ポ
ー
ツ
の
神
髄
が
つ
ま
っ
て
い
ま
す
。

共
感
で
き
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
励
み
に
な
り

ま
す
。

　
飯
田
線
に
は
「
城
」
の
つ
く
駅
名
が
三
つ

あ
り
ま
す
。
野
田
城
・
新
城
・
長
篠
城
で
、

す
べ
て
新
城
市
内
で
す
。
沿
線
か
ら
外
れ
た

亀
山
城
・
宇
利
城
な
ど
を
い
れ
て
市
内
の
六

つ
の
城
が
こ
の
本
に
登
場
し
ま
す
。

　
山
の
手
か
ら
平
野
へ
の
出
口
に
並
ぶ
こ
れ

ら
の
城
は
、
時
期
を
少
し
ず
つ
ず
ら
し
な
が

ら
、
戦
国
時
代
の
流
れ
を
大
き
く
変
え
た
「
長

篠
・
設
楽
原
の
戦
い
」
に
つ
な
が
っ
て
い
き

ま
す
。

　
　
　
小
さ
な
旅
12
編

　
『
古
城
の
風
景
１
』
冒
頭
の
書
き
出
し
が

記
す
よ
う
に
、
「
こ
の
本
」
は
、
著
者
の
歴

史
小
説
『
風
は
山
河
よ
り
』（
昨
年
春
の
完
結
）

を
足
で
確
か
め
る
歴
史
紀
行
で
す
。

　
用
語
は
結
構
む
つ
か
し
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
古
城
の
盛
衰
が
時
に
絵
の
よ
う
に
、
時
に

脚
注
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
不
思
議

な
本
で
す
。

・
「
（
寺
の
庭
）
よ
け
い
な
作
為
が
な
く
…
す

　
が
す
が
し
い
」

・
「
（
こ
の
城
址
の
よ
い
と
こ
ろ
）
整
理
整
頓

　
し
す
ぎ
て
い
な
い
こ
と
」

・
「
不
可
解
に
た
じ
ろ
い
で
い
て
は
歴
史
の
面

　
白
さ
を
　
い
そ
こ
な
う
」

設
立
　
昭
和
53
年

代
表
　
荒
木

晋
二
さ
ん

会
員
　
65
人

内
容
　
硬
式
少
年
野
球

　
代
表
　
荒
木

晋
二
さ
ん

　
�
22
‐
2
8
8
1

あ
ら
ま
し

　
中
京
商
（
現
中
京
大
中
京
）
・
中

京
大
学
の
元
野
球
部
監
督
の
自
叙
伝
。

戦
前
か
ら
戦
後
、
そ
し
て
現
在
に
至

る
ま
で
、
情
熱
と
信
念
を
も
っ
て
取

り
組
ん
で
き
た
学
生
野
球
へ
の
想
い

が
、
種
々
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
な

が
ら
熱
く
語
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
五
回
目
の
野
田
城

　
こ
の
紀
行
で
、
著
者
は
野
田
城

へ
五
回
目
だ
と
い
い
ま
す
。
書
く

た
め
に
準
備
さ
れ
る
膨
大
な
資
料

と
そ
の
背
景
に
作
家
の
執
念
の
よ

う
な
も
の
を
感
じ
ま
す
。
年
号
も

地
名
も
人
名
も
、
と
く
に
か
く
詳

し
い
。
野
田
城
で
は
土
橋
と
横
矢

を
確
か
め
、
長
篠
城
で
は
対
岸
の

コ
ロ
ミ
ツ
坂
（
有
海
）
も
訪
ね
て

い
ま
す
。

著　者：瀧　正男
出版社：中央公論新社

著　者：宮城谷 昌光
出版社：新潮社

新
城
ベ
ア
ー
ズ

●問

●問

市内各団体オススメの一冊そうだ 読書 しよう

●

ま
ゆ
と
お
に

●

白
球
に
乾
杯

●

古
城
の
風
景
1

●

あ
な
た
が
世
界
を
変
え
る
日

緑が丘分別回収スタート

とみやす よう こ
たき　　まさ お

みや ぎ たに まつみつ

ふり や

さ

い

と

う

　

じ
ゅ
ん

こ

す

い

せ

ん

ひ

あ
ら

き
　

し
ん

じ

ひ
い

こ
　ば
や
し
　

よ
し
は
る

い
ま
い
ず
み
　

よ
し

か
ず

ひ

ろ

お

お

た

に

　

ま

さ

お
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新
城
図
書
館
に
は
、
郷
土
図
書
室
、

郷
土
資
料
展
示
室
が
あ
り
、
作
手
に

は
作
手
図
書
室
な
ど
の
文
化
施
設
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
新
城
、
鳳
来
、

作
手
の
各
地
区
そ
れ
ぞ
れ
に
読
書
サ

ー
ク
ル
が
あ
り
、
日
々
活
動
し
て
い

ま
す
。
そ
ん
な
活
動
サ
ー
ク
ル
の
中

で
図
書
館
、
図
書
室
を
活
動
の
拠
点

と
し
て
い
る
団
体
を
紹
介
し
ま
す
。

　
意
外
と
知
ら
れ
て
い
な
い
の
が
、

新
城
図
書
館
の
２
階
。
こ
こ
に
は
、

郷
土
図
書
室
、
郷
土
資
料
展
示
室
が

あ
り
、
新
城
、
三
河
、
愛
知
県
の
歴

史
や
文
化
に
ま
つ
わ
る
資
料
、
文
物

な
ど
が
、
豊
富
に
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　
毎
週
土
曜
日
の
午
後
１
時
か
ら
午
後

１
時
30
分
ま
で
、
グ
ル
ー
プ
で
「
ア
リ

ス
の
う
さ
ぎ
」
の
皆
さ
ん
が
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
を
対
象
に
、
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
を
し
て
い
ま
す
。
毎
月
第
３
土

曜
日
に
は
、
米
国
出
身
の
杉
浦
エ
リ
ザ

ベ
ス
さ
ん
と
と
も
に
、
英
語
と
日
本
語

に
よ
る
読
み
聞
か
せ
も
行
っ
て
い
ま
す
。

※
英
語
に
よ
る
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
日

　
程
は
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
代
表
　
夏
目

理
知
子
さ
ん

　
�
37
‐
2
5
7
8

　
9
年
前
の
平
成
11
年
４
月
に
発
足
し

た
「
ほ
う
ら
い
あ
す
な
ろ
読
書
会
」
は
、

毎
月
第
一
水
曜
日
に
開
発
セ
ン
タ
ー
相

談
室
で
勉
強
会
を
開
い
て
い
ま
す
、

　
こ
の
勉
強
会
で
は
、
本
に
関
す
る
情

報
交
換
や
感
想
な
ど
を
話
し
合
い
ま
す
。

最
近
で
は
活
動
の
一
環
と
し
て
老
人
保

健
施
設
「
サ
マ
リ
ア
の
丘
」
へ
、
読
み

聞
か
せ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め
ま
し
た
。

　
私
た
ち
は
、
鳳
来
地
区
に
図
書
室
が

ほ
し
い
と
い
う
希
望
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　
代
表
　
福
田

利
恵
さ
ん

　
�
32
‐
2
7
3
5

　
今
か
ら
24
年
前
の
昭
和
59
年
に
幼
児

を
連
れ
た
母
親
３
人
で
発
足
し
ま
し
た
。

当
初
は
グ
ル
ー
プ
内
の
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
や
情
報
交
換
を
中
心
に
活
動
を
展
開
。

　
そ
の
後
、
地
域
へ
と
輪
を
広
げ
、
講

演
会
、
人
形
劇
、
図
書
館
運
動
な
ど
多

彩
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
月
１
回
の
話
し
合
い
を
も

ち
つ
つ
、
作
手
図
書
室
と
街
角
図
書
館

の
管
理
、
運
営
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
代
表
　
加
藤

公
子
さ
ん

　
�
38
‐
1
6
5
5

設
置
場
所

�
作
手
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー

　
ル
前

�
戸
津
呂
の
バ
ス
停

�
Ｊ
Ａ
愛
知
東
北
部
出
張
所
前

�
太
田
屋
商
店
前
（
田
原
）

�
作
手
高
校
前
の
バ
ス
待
合
所

※
カ
ッ
コ
内
は
バ
ス
停
名
で
す
。

　
あ
め
ん
ぼ
読
書
会

　
代
表
　
加
藤

公
子
さ
ん

　
�
38
‐
1
6
5
5

本
の
貸
し
出
し

　
一
人
何
冊
で
も
可
能
で
す
。

　
貸
出
期
間
は
21
日
で
す
。

本
を
借
り
る
に
は

　
本
の
裏
に
つ
い
て
い
る
ブ
ッ
ク
カ
ー

ド
で
行
い
ま
す
。
年
月
日
や
名
前
を
記

入
し
、
カ
ー
ド
入
棚
に
入
れ
利
用
し
ま

す
。

　
　
作
手
開
発
セ
ン
タ
ー

　
　
�
37
‐
2
2
2
1

作
手
図
書
室

新
城
　
ア
リ
ス
の
う
さ
ぎ

鳳
来
　
あ
す
な
ろ
読
書
会

作
手
　
あ
め
ん
ぼ
読
書
会

街
角
の
図
書
館

　
郷
土
図
書
室

　
新
城
、
三
河
、
愛
知
県
に
関
す
る

資
料
を
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。

・
長
篠
・
設
楽
原
の
戦
い

・
新
城
文
書

・
南
北
設
楽
郡

・
三
河
地
方
（
市
町
村
誌
な
ど
）

・
尾
張
地
方
（
市
町
村
誌
な
ど
）

・
愛
知
県
資
料

　
郷
土
資
料
展
示
室

　
郷
土
資
料
展
示
室
は
新
城
図
書
館

２
階
、
郷
土
図
書
室
の
奥
に
あ
り
ま

す
。

　
先
史
時
代
か
ら
現
在
ま
で
、
新
城

に
ま
つ
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
発
掘
品
、

文
物
、
写
真
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い

ま
す
。

展
示
品
（
抜
粋
）

・
市
内
で
発
掘
さ
れ
た
石
器
や
土
器

・
一
鍬
田
摩
訶
戸
古
墳
の
内
部
模
型

・
能
面
・
能
衣
装
の
写
真

・
三
州
設
楽
郡
上
平
井
村
検
地
帳

・
長
篠
・
設
楽
原
の
戦
い
大
ジ
オ
ラ
マ

※
民
俗
芸
能
な
ど
郷
土
関
連
ビ
デ
オ

　
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
新
城
図
書
館

　
1
階
　
午
前
９
時
〜
午
後
8
時

　
2
階
　
午
前
９
時
〜
午
後
5
時

　
（
申
し
出
に
よ
り
午
後
5
時
以
降
も
閲
覧
可
能
）

　
毎
月
月
末

12
月
29
日
〜
1
月
3
日

　
2
月
末
〜
3
月
初
め
の
10
日
間

　
新
城
図
書
館
　
�
23
‐
2
3
3
3

　
今
回
の
特
集
は
、
読
書
を
と

り
あ
げ
ま
し
た
。
こ
の
機
会
に

皆
さ
ん
本
を
読
ん
で
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。
ま
ず
は
自

分
の
興
味
あ
る
分
野
か
ら
、
読

書
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

●問

●問

●問

ち
ょ
っ
と
知
り
た
い

　
新
城
図
書
館
の
利
用
状
況

貸
出
人
数
　
　
４
０，
５
６
４
人

貸
出
冊
数
　
１
３
９，
５
７
７
冊

平
均
貸
出
冊
数
　
　
　
3.4
冊
／
人

　
　
　（
平
成
19
年
度
実
績
）

年代別貸出率（冊数）

60歳以上
14.6%

40歳～59歳
27.1%

19歳～39歳
26.3%

12歳～18歳
4.8%

年齢不詳
0.4%

12歳以下
26.8%

　
午
前
9
時
〜
午
後
５
時

　
土
曜
・
日
曜
祝
日

　
12
月
29
日
〜
１
月
３
日

左　安井清乃さん・右　中村純子さん

そうだ 読書 しよう

新
城
図
書
館
2
階
の

郷
土
図
書
室
・
郷
土

資
料
展
示
室
を
利
用

し
よ
う

新
城
図
書
館
2
階
の

郷
土
図
書
室
・
郷
土

資
料
展
示
室
を
利
用

し
よ
う

グ
ル
ー
プ
を
紹
介
し
ま
す

な
つ
　
め
　

り
　

ち

　

こ

ふ
く

た
　
　
と
し
　
え

か

と
う
　

き
み

こ

ま

か

ご

さ
ん
し
ゅ
う
し
た

ら

ぐ
ん

か
み
ひ
ら

い

む
ら

け
ん

ち

ち
ょ
う

●問
●所 ●休 ●時

●休 ●時●問

●問

た
　
ば
ら

やすいきよ の なかむらじゅんこ
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Ｓ
バ
ス
北
部
線
の

時
刻
が
変
わ
り
ま
す

　
現
在
、
新
城
地
区
の
北
部
地

域
を
運
行
し
て
い
る
Ｓ
バ
ス
北

部
線
は
、
11
月
１
日
か
ら
、
時

刻
を
一
部
変
更
し
ま
す
。
（
第

１
便
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
）

　
こ
れ
ま
で
の
時
刻
よ
り
も
遅

く
な
り
ま
す
の
で
、
通
院
な
ど
で
、

Ｓ
バ
ス
北
部
線
を
利
用
さ
れ
て

い
る
方
は
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

Ｓ
バ
ス
北
部
線

※
平
日
の
み
運
転
し
て
い
ま
す
。

　
土
曜
、
日
曜
、
祝
日
お
よ
び

　
年
末
年
始
（
12
月
29
日
か
ら

　
１
月
３
日
）
は
運
休
し
ま
す
。

※
（夏）
４
月
１
日
か
ら
10
月
10
日

　
（冬）
10
月
11
日
か
ら
３
月
31
日

　運
賃

　
一
乗
車
　
200
円

※
車
内
で
Ｓ
バ
ス
共
通
回
数
券

　
も
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
新
城
地
区
の
千
郷
地
域
を
、

７
月
１
日
か
ら
Ｓ
バ
ス
西

部
線
が
運
行
し
て
い
ま
す
。

　
西
部
線
は
、
川
田
原
公

民
館
を
出
発
し
て
、
新
城

駅
や
市
民
病
院
、
市
役
所

な
ど
、
市
の
中
心
部
を
ぐ

る
っ
と
一
周
し
て
い
ま
す
。

　
バ
ス
に
乗
れ
ば
、
自
分

で
運
転
し
て
い
る
時
に
は

気
づ
か
な
か
っ
た
、
新
し

い
出
会
い
や
発
見
が
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
Ｓ
バ
ス
西
部
線
は
実
証

運
行
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

存
続
さ
せ
て
い
く
た
め
に

も
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

緑 が 丘

大 海 駅

寒 狭 橋

追 分

横 山

銭 亀

出 沢

浅 谷

宮 脇

東 小 学 校

歴 史 資 料 館

名 高 田

須 長

大 宮

牛 倉

川 上

保 健 セ ン タ ー

矢 部

東 郷 西 保 育 園

上 平 井

新 城 警 察 署

新 城 郵 便 局

新 城 駅

新 城 病 院 前

新 城 栄 町

中 町

市 役 所

新 城 中 学 校

新 城 保 健 所

7:40

7:43

7:46

7:47

7:49

7:50

7:52

7:54

7:55

7:56

7:57

7:58

7:59

8:01

8:03

8:05

8:07

8:08

8:09

8:10

8:12

8:14

8:15

8:15

8:16

8:17

8:18

9:30

9:32

9:36

9:39

9:42

9:43

9:45

9:46

9:48

9:50

9:51

9:52

9:53

9:54

9:55

9:57

9:59

10:01

10:03

10:04

10:05

10:06

10:08

10:10

10:11

10:11

10:12

10:13

10:14

11:24

11:26

11:30

11:33

11:36

11:37

11:39

11:40

11:42

11:44

11:45

11:46

11:47

11:48

11:49

11:51

11:53

11:55

11:57

11:58

11:59

12:00

12:02

12:04

12:05

12:05

12:06

12:07

12:08

13:47

13:49

13:53

13:56

13:59

14:00

14:02

14:03

14:05

14:07

14:08

14:09

14:10

14:11

14:12

14:14

14:16

14:18

14:20

14:21

14:22

14:23

14:25

14:27

14:28

14:28

14:29

14:30

14:31

15:44

15:46

15:50

15:53

15:56

15:57

15:59

16:00

16:02

16:04

16:05

16:06

16:07

16:08

16:09

16:11

16:13

16:15

16:17

16:18

16:19

16:20

16:22

16:24

16:25

16:25

16:26

16:27

16:28

8:30

8:31

8:32

8:33

8:33

8:34

8:36

8:38

8:39

8:40

8:41

8:43

8:45

8:47

8:49

8:50

8:51

8:52

8:53

8:54

8:56

8:58

8:59

9:02

9:05

9:08

9:09

9:11

9:13

10:21

10:22

10:23

10:24

10:24

10:25

10:27

10:29

10:30

10:31

10:32

10:34

10:36

10:38

10:40

10:41

10:42

10:43

10:44

10:45

10:47

10:49

10:50

10:53

10:56

10:59

11:00

11:02

11:04

12:15

12:16

12:17

12:18

12:18

12:19

12:21

12:23

12:24

12:25

12:26

12:28

12:30

12:32

12:34

12:35

12:36

12:37

12:38

12:39

12:41

12:43

12:44

12:47

12:50

12:53

12:54

12:56

12:58

14:46

14:47

14:48

14:49

14:49

14:50

14:52

14:54

14:55

14:56

14:57

14:59

15:01

15:03

15:05

15:06

15:07

15:08

15:09

15:10

15:12

15:14

15:15

15:18

15:21

15:24

15:25

15:27

15:29

16:36

16:37

16:38

16:39

16:39

16:40

16:42

16:44

16:45

16:46

16:47

16:49

16:51

16:53

16:55

16:56

16:57

16:58

16:59

17:00

17:02

17:04

17:05

17:08

17:11

17:14

17:15

17:17

17:19

16:58

16:59

17:00

17:01

17:01

17:02

17:04

17:06

17:07

17:08

17:09

17:11

17:13

17:15

17:17

17:18

17:19

17:20

17:21

17:22

17:24

17:26

17:27

17:30

17:33

17:36

17:37

17:39

17:41

新 城 保 健 所

新 城 中 学 校

市 役 所

中 町

新 城 栄 町

新 城 病 院 前

新 城 駅

新 城 郵 便 局

新 城 警 察 署

上 平 井

東 郷 西 保 育 園

矢 部

保 健 セ ン タ ー

川 上

牛 倉

大 宮

須 長

名 高 田

歴 史 資 料 館

東 小 学 校

宮 脇

浅 谷

出 沢

寒 狭 橋

追 分

横 山

銭 亀

大 海 駅

緑 が 丘

バ ス 停 名 第1便 第2便 第3便 第4便 第5便 バ ス 停 名 第1便 第2便 第3便 第4便
第5便
(冬)

第5便
(夏)

上り 下り

北部線時刻表（H20.11.1から）

企
画
課
　
☎
23
‐
7
6
2
0

●問

企
画
課

☎
23
‐
7
6
2
0

●問 Ｓ
バ
ス
西
部
線
も

ご
利
用
く
だ
さ
い
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1
2
4
5
6
7
8
9
10
11
13
15
16
20
21
23
24
25
27
31
32
33
34
35
37
38
39
52
53
54
56
57

501.26
378.36
360.26
325.15
348.65
413.70
378.05
369.84
343.77
348.03
366.97
312.16
353.54
348.00
391.12
354.81
326.80
345.80
416.61
354.37
355.20
330.38
345.82
361.49
377.61
503.35
374.00
294.12
294.11
291.75
278.33
279.74

( 151.63 )
( 114.45 )
( 108.97 )
( 98.35 )

( 105.46 )
( 125.14 )
( 114.36 )
( 111.87 )
( 103.99 )
( 105.27 )
( 111.00 )
( 94.42 )

( 106.94 )
( 105.27 )
( 118.31 )
( 107.33 )
( 98.85 )

( 104.60 )
( 126.02 )
( 107.19 )
( 107.44 )
( 99.93 )

( 104.61 )
( 109.35 )
( 114.22 )
( 152.26 )
( 113.13 )
( 88.97 )
( 88.96 )
( 88.25 )
( 84.19 )
( 84.62 )

14,285,000
10,783,000
10,267,000
9,266,000
9,936,000

11,790,000
10,774,000
10,540,000
9,797,000
9,918,000

10,458,000
8,896,000

10,075,000
9,918,000

11,147,000
10,112,000
9,313,000
9,855,000

11,873,000
10,099,000
10,123,000
9,416,000
9,855,000

10,302,000
10,761,000
14,345,000
10,659,000
8,382,000
8,382,000
8,314,000
7,932,000
7,972,000

宅地
番号

宅 地 面 積 分 譲 価 格

（�） （坪） （円）

ShinshiroShinshiro
市の大切なお知らせをお届けします

地
域
振
興
課
　☎
37
‐
2
2
5
9

■作
●問

物件概要

●所在地／作手高里地内●交通／JR飯田線「新城駅」

から車で約25分●地目／宅地●用途地域／都市計画

区域外、無指定●総区画数／47区画●販売区画数／

32区画●分譲価格(1区画)／793.2万円～1,434.5

万円●分譲面積(1区画)／278.33�～503.35�(約

84坪～約152坪)●最多価格帯／1,000万円台(12

区画)●建ぺい率／70%以下●容積率／200%以下

●施設・設備／上下水道完備●売主／新城市

�作手総合支所　約400m　�作手診療所　約700m

�作手郵便局　　約300m　�作手保育園約　700m

�巴小学校　　約1,000m　�作手中学校　約800m

分譲価格表〈�単価28,500円（坪94,216円）〉

長者平団地全体図

周辺施設

市
で
は
作
手
高
里
地
内
、
長
者
平
団
地
の
宅
地
32
区
画
を
分
譲
し
て
い
ま
す
。
作
手
高
原
で
快
適
な
田
舎
暮
ら
し
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
先
着
受
付
中
で
す
。

至足助
　香嵐渓

至設楽

鳴沢の滝

JR
飯

田
線

つくでG.Cカムズ

三河湖

本宮山

豊川稲荷/JR豊川線

至名古屋

本宿駅

至蒲郡

国府駅

東
岡

崎
駅

名鉄豊川線

小坂井

くらがり渓谷

名鉄豊川線

東名高速道路

旧
本
宮
山

ス
カ
イ
ラ
イ
ン

新
城

駅
新

城
駅

豊田松平
I.C

豊田松平
I.C

豊田
I.C

豊田
I.C

岡崎
I.C

岡崎
I.C

豊川
I.C

豊川
I.C

音羽蒲郡
I.C

音羽蒲郡
I.C

豊田東
I.C

豊田東
I.C

道の駅
つくで手作り村

作手総合支所作手総合支所

清岳

田原
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児
童
課
　
　

☎
23
‐
7
6
2
2

市
民
福
祉
課
　☎
32
‐
1
9
8
2

市
民
福
祉
課
　☎
37
‐
2
2
1
1

来
年
４
月
か
ら
新
規
に
保
育
を
希
望
さ
れ
る
乳
幼
児
の
入
園
受
付
お
よ
び
面
接
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す

中 央

城 北

千 郷 東

千 郷 中

千 郷 西

東 郷 東

東 郷 中

東 郷 西

東 部

宇 利

吉 川

長 篠

鳳 来

鳳 来 西

山 吉 田

大 野

作 手

午前9時30分～１１時30分

午後1時30分～3時30分

午前9時30分～１１時３０分

午後1時30分～3時30分

午前9時30分～１１時30分

午後1時30分～3時30分

午前9時30分～１１時30分

午後1時30分～3時30分

午前9時30分～１0時30分

午前11時～正午　　

午後1時30分～２時30分

午前9時30分～１１時30分

午後1時30分～2時

午後3時～3時30分

午後1時30分～2時30分

午後3時～4時　　　

午前9時30分～11時

12月1日（月）

〃

12月2日（ 火 ）

〃

12月3日（ 水 ）

〃

12月4日（ 木 ）

〃

12月8日（月）

〃

〃

1 2月9日（ 火 ）

〃

〃

12月10日（水）

〃

12月11日（木）

保 育 園
（受付場所）

受　　付　　日　　時

受付および面接日程

保育内容（予定）

一 般 保 育

延 長 保 育

乳 児 保 育
（0歳児）

障害児保育

内　　　　　容

◇対象児童
　保護者が仕事などの事情で、昼間家庭で保育ができない乳幼児
◇対象園
　全園　平日　午前8時～午後4時　土曜日　午前8時～正午　　　　　　

◇対象児童
　保護者の就労状況や家庭の事情で、一般保育時間を延長して長時間の保育が必要な乳幼児
　
　平　日　午前7時30分～午後7時
　土曜日　午前7時30分～午後1時30分
　対象園　中央、城北、千郷東、千郷西、長篠、大野、作手の各保育園
　
　平　日　午前7時30分～午後5時30分
　土曜日　午前7時30分～午後0時30分
　対象園　千郷中、東郷東、東郷中、東郷西、東部、宇利、吉川、鳳来、鳳来西、山吉田の各保育園

◇対象児童
　おおむね生後6カ月を超え満１歳に満たない乳児
◇対象園 
　中央、城北、千郷東、東郷中、長篠、作手保育園

◇対象児童
　障害の程度が軽度または中程度の集団保育が可能なおおむね4歳以上の幼児
◇対象園
　全園

保育の種類

対
象
児

　
平
成
21
年
４
月
１
日
か
ら
、
新
規
に

保
育
を
希
望
さ
れ
る
乳
幼
児

入
園
申
込
書
の
配
布

　
11
月
７
日

（金）
か
ら
、
各
保
育
園
、
本

庁
児
童
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
福

祉
課
で
お
渡
し
し
ま
す
。

入
園
の
手
続
き

　
入
園
申
込
書
に
必
要
書
類
を
添
え
て
、

希
望
さ
れ
る
保
育
園
へ
お
子
さ
ん
と
一

緒
に
ご
来
園
く
だ
さ
い
。

※
保
育
園
の
定
員
を
超
え
た
時
は
、
抽

　
選
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

受
付
日
程
で
入
園
申
し
込
み
が

で
き
な
い
方

　
12
月
15
日

（月）
〜
26
日

（金）
の
間
に
本
庁

児
童
課
、
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
ま

た
は
希
望
保
育
園
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

（
土
、
日
曜
日
・
祝
日
を
除
く
日
）

●問
■本■鳳■作
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新
市
発
足
後
の
歩
み

今
後
の
課
題
な
ど

　
今
年
で
３
回
目
と
な
る
、
市
政
報
告
・
懇
談

会
が
、
７
月
３
日

（木）
か
ら
18
日

（金）
に
か
け
て

市
内
９
カ
所
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
各
会
場
で

は
、
市
長
の
市
政
報
告
に
続
い
て
、
市
民
の
皆

さ
ん
と
の
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
市
の
財
政
状
況
は
依
然
と
し
て
非
常

に
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
職
員
数
の
計

画
的
な
削
減
や
補
助
金
改
革
な
ど
に
よ

る
行
財
政
の
改
革
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
の
財
政
状
況
を
ま
と
め
た
「
ザ

イ
セ
イ
の
話
」
を
各
戸
配
布
す
る
な
ど
、

市
民
自
治
の
基
本
で
あ
る
市
民
と
の
情

報
共
有
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

　
個
別
の
事
業
で
は
、
訪
問
看
護
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
を
開
設
し
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
含
め
た
在
宅
医
療
体
制
が
整
っ
た
こ

と
、
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
が
稼
動
し
始

め
、
24
時
間
対
応
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
や
防

災
学
習
セ
ン
タ
ー
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
、

光
フ
ァ
イ
バ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
が

完
了
し
、
市
内
の
情
報
通
信
環
境
が
整

っ
た
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
公

共
交
通
に
お
い
て
も
、
広
い
市
域
全
体

で
の
合
理
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成

を
め
ざ
し
、
路
線
の
見
直
し
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
本
年
４
月
に
、
市
の
最
上
位
計
画
で

あ
り
、
合
併
後
最
初
の
総
合
計
画
と
な

る
「
第
１
次
新
城
市
総
合
計
画
」
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
総
合
計
画
は
、
真
の
市
民
自

治
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
、
４
つ
の
基

本
戦
略
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

市
民
自
治
社
会
創
造

　
地
域
内
分
権
や
行
政
経
営
へ
の
市
民

参
加
を
通
じ
、
市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。

自
立
創
造

　
新
し
い
産
業
基
盤
の
育
成
、
定
住
人

口
の
確
保
な
ど
に
よ
り
地
域
間
競
争
力

を
養
い
、
地
域
の
自
立
を
進
め
ま
す
。

安
全
・
安
心
の
く
ら
し
創
造

　
地
域
医
療
や
防
災
体
制
、
子
育
て
支

援
の
充
実
な
ど
に
よ
り
、
安
全
で
安
心

で
き
る
地
域
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
ま

す
。

環
境
首
都
創
造

　
豊
か
な
自
然
を
背
景
に
、
地
球
温
暖

化
対
策
な
ど
環
境
に
軸
足
を
お
い
た
市

民
活
動
を
進
め
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

病
院
と
地
域
医
療

　
厳
し
い
状
況
が
続
く
地
域
医
療
体
制

の
確
保
に
つ
い
て
は
、
健
康
医
療
部
を

設
置
し
、
市
の
政
策
課
題
と
し
て
責
任

を
持
っ
て
、
地
域
全
体
で
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

栄
町
線

　
栄
町
線
を
県
事
業
に
よ
っ
て
新
城
駅

ま
で
延
伸
し
、
市
が
駅
前
広
場
を
整
備

す
る
こ
と
で
、
新
城
の
顔
と
な
る
交
流

の
場
を
つ
く
り
た
い
と
考
え
て
お
り
、

地
元
の
ご
理
解
を
得
な
が
ら
、
事
業
化

に
つ
い
て
県
と
調
整
し
て
い
き
ま
す
。

新
東
名
の
イ
ン
タ
ー
周
辺
整
備

　
浜
松
と
豊
田
の
両
経
済
圏
域
の
中
間

地
点
に
新
城
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
設

置
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
産
業
立
地
部
を

新
設
し
、
企
業
立
地
や
周
辺
の
住
環
境

整
備
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
こ
の
影
響
で
、
特
に
民
間
開
発
の
圧

力
が
か
か
る
と
予
想
さ
れ
る
長
篠
地
域

を
準
都
市
計
画
区
域
に
指
定
し
、
土
地

利
用
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
無
秩
序
な

開
発
を
防
止
し
ま
す
。

農
業
・
観
光

　
こ
れ
か
ら
の
農
業
は
、
そ
の
振
興
に

関
わ
る
機
関
や
団
体
が
一
体
と
な
っ
て

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
、

Ｊ
Ａ
愛
知
東
、
農
林
業
公
社
が
、
４
月

に
市
の
農
業
振
興
課
内
に
設
置
し
た
「
農

業
振
興
対
策
室
」
に
窓
口
を
一
本
化
し
、

協
力
体
制
の
構
築
に
向
け
て
一
歩
踏
み

出
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

☎
23
‐
7
6
1
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観
光
に
つ
い
て
は
、
新
東
名
イ
ン
タ

ー
周
辺
の
開
発
も
含
め
て
、
市
の
可
能

性
を
大
き
く
高
め
る
も
の
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

子
育
て
支
援
と
若
者
定
住

　
子
育
て
を
地
域
全
体
の
義
務
と
し
て

と
ら
え
る
考
え
方
に
よ
り
、
地
域
社
会

や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
企
業
、
行
政
な
ど
が
協
力

し
て
子
育
て
を
支
援
す
る
体
制
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
総
合
計
画
に
、
市
民
協
働
の
手
法
が

載
っ
て
い
る
が
、地
域
の
意
識
の
あ
り
方
、

リ
ー
ダ
ー
の
存
在
に
よ
っ
て
、地
域
協
働

や
自
治
を
進
め
る
ほ
ど
、
地
域
格
差
が

広
が
る
の
で
は
な
い
か
。

　
こ
れ
を
避
け
る
た
め
に
地
域
に
も
職

員
を
配
置
す
る
意
味
が
あ
り
ま
す
。
地

域
担
当
職
員
は
自
治
を
代
行
す
る
の
で

は
な
く
、
地
域
を
し
っ
か
り
と
見
守
る
こ

と
で
課
題
を
肌
で
感
じ
、
市
全
体
の
中
で

ど
う
解
決
し
て
い
く
か
と
い
う
議
論
を

し
ま
す
。
格
差
が
広
が
っ
て
し
ま
っ
て
は

絶
望
的
に
な
り
ま
す
が
、
全
部
が
平
準

よ
り
も
格
差
が
あ
る
か
ら
こ
そ
出
て
く

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

こ
の
格
差
を
や
る
気
、
意
欲
に
つ
な
げ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
地
域
担
当
制
度
を
ど
の
よ
う
に
動
か

し
て
い
く
考
え
か
。

　
地
域
担
当
は
、
単
に
そ
の
地
域
の
事
業

要
望
を
聞
く
の
で
は
な
く
、
地
域
課
題
の

解
決
方
法
を
先
に
考
え
る
な
ど
地
域
と

行
政
の
新
た
な
関
係
を
築
い
て
い
く
制
度

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
産
婦
人
科
の
医
師
の
方
に
早
く
市
民

病
院
に
き
て
ほ
し
い
。

　
現
在
、
産
婦
人
科
の
医
師
は
１
人
の
た

め
、
婦
人
科
の
診
察
の
み
対
応
し
て
い
ま

す
。
で
き
る
だ
け
早
く
産
婦
人
科
を
再

開
し
た
い
の
で
す
が
、
産
婦
人
科
の
医
師

が
全
国
的
に
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

豊
橋
市
民
病
院
内
で
は
、
助
産
師
外
来

を
行
っ
て
い
ま
す
。
新
城
市
民
病
院
で
も

で
き
な
い
か
病
院
で
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
市
は
ど
う
い
う
形
の
市
民
病
院
を
目

指
し
て
い
る
の
か
。
最
初
に
や
る
べ
き
は
、

救
急
医
療
で
は
な
い
か
。

　
救
急
の
再
開
は
、
市
民
病
院
に
と
っ
て

最
優
先
課
題
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
救

急
医
療
の
再
開
に
は
、
少
な
く
と
も
４
〜

５
人
の
内
科
医
の
確
保
、
ま
た
夜
間
の
患

者
は
子
ど
も
が
多
い
た
め
、
常
勤
の
小
児

科
医
・
産
科
医
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
救
急
医
療
は
、
最
低
限
の
検

査
・
手
術
・
入
院
な
ど
の
総
合
性
が
必
要

で
あ
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
求
め
る
も
の

と
、
今
、
提
供
で
き
る
も
の
の
間
に
大
き

な
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
こ
と
を
ご
理
解
く
だ

さ
い
。
市
民
病
院
と
地
域
の
診
療
所
・
開

業
医
の
医
療
関
係
者
間
の
協
力
・
連
携

が
必
要
で
あ
り
、
限
ら
れ
た
人
材
、
資
源

を
有
効
に
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
を
作
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

　
栄
町
線
は
「
賛
否
両
論
あ
っ
た
」
と
い

う
こ
と
だ
が
、市
長
の
思
い
が
伝
わ
っ
て

な
い
の
で
は
な
い
か
。

　
栄
町
線
に
つ
い
て
は
、「
あ
そ
こ
で
止
め

る
べ
き
で
は
な
い
」
と
い
う
意
見
も
多
く

聞
い
て
い
ま
す
。
将
来
像
を
共
有
し
な
が

ら
議
論
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
き

ち
ん
と
説
明
を
し
、
納
得
い
た
だ
け
る
よ

う
事
業
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
栄
町
線
を
県
が
整
備
し
、
駅
前
開
発

を
市
が
施
工
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、い
つ

ご
ろ
か
。

　
ま
ず
地
権
者
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
最
短
で
平
成
23
年
度
、
遅
く
と

も
平
成
26
年
度
に
新
東
名
新
城
イ
ン
タ

ー
が
開
通
予
定
で
す
の
で
、
そ
の
時
ま
で

に
は
着
手
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

☎
23
‐
7
6
1
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市
内
小
中
学
校
の
耐
震
化
達
成
率
は

65
％
で
あ
る
が
、未
完
了
校
は
い
つ
ま
で

に
完
了
さ
れ
る
か
。

　
平
成
23
年
度
中
の
完
了
を
目
標
に
し

て
い
ま
す
。

（
※
平
成
20
年
4
月
1
日
現
在
の
市
内

小
中
学
校
の
耐
震
化
率
は
、82.7
%
で
す
）

　
地
域
自
治
区
は
早
期
に
ス
タ
ー
ト
す

る
の
か
。

　
平
成
21
・
22
年
度
は
無
理
だ
と
思
い
ま

す
。
地
域
自
治
区
は
、一
定
の
権
限
や
財

源
の
委
譲
を
想
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

あ
る
程
度
の
規
模
の
ま
と
ま
り
を
想
定

し
て
い
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
自
身
が
、

そ
の
気
に
な
り
、
納
得
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
も
う
少
し
時
間
を
か
け
た
方
が

よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
行
政
区
を
、ど
の
よ
う
に

方
向
づ
け
る
の
か
。

　
今
後
、
区
長
会
な
ど
で
も
議
論
し
て
い

た
だ
き
ま
す
が
、地
域
自
身
の
考
え
方
を

大
切
に
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
行
政
側
も
あ
る
程
度
の
基
準
を

示
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
人
数
、
世

帯
数
・
学
区
・
地
域
の
広
が
り
や
連
続
性

も
基
準
の
一
つ
に
な
り
ま
す
。こ
の
よ
う
な
、

基
準
は
、そ
れ
ほ
ど
遅
く
な
い
時
期
に
区

長
会
な
ど
を
通
じ
て
た
た
き
台
を
示
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
市
政
番
組
を
視
聴
し
て
も
ら
う
た
め

に
ど
の
よ
う
に
努
力
し
て
い
る
か
。

　
市
政
番
組
は
、
住
民
に
密
着
し
た
わ

か
り
や
す
い
番
組
作
り
が
必
要
で
す
。
ケ

ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
加
入
率
を
増
や
す
た
め

に
も
、
生
活
に
密
着
し
た
情
報
提
供
、お

よ
び
番
組
の
P
R
に
努
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
地
域
が
繁
栄
し
て
い
け
ば
、定
住

で
き
る
若
者
が
増
え
る
と
思
う
。
広
域

的
な
企
業
誘
致
や
、
学
生
へ
の
就
職
の

斡
旋
、情
報
提
供
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

　
合
併
後
、
浜
松
市
で
企
業
誘
致
の
説

明
会
を
開
催
し
、
ま
た
、
他
市
と
共
同
で

大
阪
、名
古
屋
で
の
説
明
会
に
参
加
し
た

り
、
愛
知
県
東
京
事
務
所
な
ど
と
連
絡

を
取
り
合
い
、東
京
方
面
の
企
業
情
報
を

収
集
し
て
い
く
な
ど
、
企
業
誘
致
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

　
高
校
生
を
対
象
と
し
た
企
業
説
明
会

を
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
新
城
と
共
催
で
、
今
年

初
め
て
行
い
ま
し
た
。
で
き
る
だ
け
市
内

で
就
職
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
取
り
組
み

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
個
人
情
報
保
護
法
の
関
係
で
、
情
報

が
非
常
に
出
に
く
く
な
り
困
っ
て
い
る
。

　
最
近
は
、
個
人
情
報
保
護
の
関
係
で
、

災
害
時
の
要
支
援
者
リ
ス
ト
の
作
成
を

任
意
で
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
個
人
情
報

だ
か
ら
何
も
か
も
出
せ
な
い
と
い
っ
た
過

剰
反
応
が
起
き
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
す
。

個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
法
律
や
条
例

の
規
定
を
正
し
く
理
解
し
、
適
切
な
取

扱
い
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
奥
三
河
地
域
全
体
の
発

展
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
構
想
を
持
っ
て

い
る
か
。

　
県
が
来
年
度
か
ら
森
林
環
境
税
を
導

入
し
、
森
林
整
備
に
力
を
入
れ
て
い
く
こ

と
か
ら
、
本
市
と
北
設
楽
郡
の
3
町
村
の

各
々
が
同
じ
内
容
の
森
づ
く
り
基
本
条

例
を
つ
く
り
、
奥
三
河
の
森
林
を
共
に
守

っ
て
い
く
と
い
う
構
想
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
は
、
医
療
、
福
祉
、
教
育
な
ど

他
の
分
野
で
の
連
携
も
深
め
、
新
城
市
が

奥
三
河
地
域
に
と
っ
て
最
も
頼
り
に
な
る

存
在
と
な
る
よ
う
取
組
ん
で
い
く
決
意
で

す
。

A QA Q

QA

QAQAQA

QA

小
中
学
校
耐
震
対
策

地
域
自
治
組
織

行
政
区
再
編

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
市
政
番
組

企
業
誘
致

個
人
情
報
保
護

奥
三
河
地
域
の
発
展

　
今
回
の
市
長
と
の
懇
談
会
で
、
市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
質
問
の
多
か
っ
た

内
容
は
、

①
情
報
通
信
・
C
A
T
V
（
8
件
）

②
栄
町
線
駅
前
開
発
（
8
件
）

③
市
民
病
院
（
4
件
）

④
定
住
対
策
（
4
件
）

⑤
総
合
計
画
（
3
件
）

⑥
地
域
担
当
制
度
（
2
件
）

⑦
小
中
学
校
耐
震
対
策
（
2
件
）で

　
し
た
。

　
市
政
報
告
・
懇
談
会
の
開
催
状
況

と
、
会
場
で
出
さ
れ
た
質
問
と
市
か

ら
の
回
答
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
↓
市
長
の
部
屋
↓
平
成
20
年
度

　
市
政
報
告
・
懇
談
会
の
概
要
と
質

　
問
・
回
答

●HP
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ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
・
光
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
に
新
規
加
入
さ
れ
た
場
合
や
、
現

在
あ
る
引
込
線
を
移
設
・
撤
去
す
る
際

に
は
工
事
費
が
必
要
で
す
。

※
既
に
引
込
工
事
が
完
了
し
て
い
る
世

　
帯
が
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
・
光
イ
ン
タ

　
ー
ネ
ッ
ト
に
加
入
し
た
場
合
は
宅
内

　
工
事
の
み
必
要
に
な
り
ま
す
。

�
引
込
な
ど
工
事
費
の
内
容
に
つ
い
て

※
①
　
標
準
工
事
と
は
、
引
込
線
の
延

　
長
が
100
ｍ
ま
で
の
工
事
と
100
ｍ
を
超
え

　
200
ｍ
ま
で
の
工
事
で
す
。

※
②
　
移
設
工
事
は
既
存
の
引
込
線
の

　
長
さ
の
範
囲
で
の
施
工
に
な
り
ま
す
。

　
引
込
線
の
延
長
が
必
要
な
場
合
は
、

　
引
込
線
を
撤
去
し
、
再
度
新
設
し
ま
す
。

水曜 午後7時は
家族そろって6チャンネル
「いいじゃん新城」をご覧ください

■本
●問

じ
ょ
う
ほ
う
課

�
23
‐
７
６
２
3

●問

じ
ょ
う
ほ
う
課
　
�
23
‐
７
６
２
3

※都合により番組内容を変更する場合があります。

毎
週
水
曜
日
午
後
７
時
に

番
組
入
れ
替
え

10
月
29
日
〜
11
月
5
日

11
月
5
日
〜
12
日

11
月
12
日
〜
19
日

11
月
19
日
〜
26
日

11
月
26
日
〜
12
月
3
日

小
学
校
陸
上
大
会

新
城
ヘ
ボ
サ
ミ
ッ
ト

第
50
回
中
日
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
大
会

お
よ
び
平
成
20
年
度
日
本
学
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ

選
手
権
ロ
ン
グ
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
競
技
大
会

つ
く
で
祭
り

新
城
歌
舞
伎

黄
柳
野
小
学
校
③

黄
柳
野
小
学
校
④

八
名
小
学
校
①

八
名
小
学
校
②

八
名
小
学
校
③

も
み
じ
ま
つ
り

新
城
歌
舞
伎

新
城
ラ
リ
ー
2
0
0
8

第
33
回

新
城
マ
ラ
ソ
ン
大
会

参
加
者
募
集

愛
知
万
博
メ
モ
リ
ア
ル

第
3
回

愛
知
県

市
町
村
対
抗
駅
伝
競
走
大
会
出
場
に
向
け
て

バ
ル
ネ
ロ

ム
ジ
ー
ク

コ
ン
ソ
ー
ト

浄
化
槽
を
正
し
く
管
理
し
ま
し
ょ
う

夜
間
診
療
所
開
設

医
療
機
関
個
別
が
ん
検
診

ご
み
の
自
己
搬
入

市
政
番
組
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
亀
姫
」

毎
日
5
回
、
15
分
間
放
送
（
内
容
は
、
1
週
間
ご
と
に
更
新
）
　①
午
前
8
時
　②
午
後
1
時
　③
午
後
4
時
　④
午
後
7
時
　⑤
午
後
11
時

市
政
番
組
「
い
い
じ
ゃ
ん
新
城
」
で
は
、
地
域
の
出
来
事
、
身
近
な
話
題
な
ど
、
皆
さ
ん
か
ら
の
情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

あ
の
の
ん
ニ
ュ
ー
ス
（
4
分
）

ほ
の
か
だ
よ
り
（
4
分
）

つ
く
し
ん
坊
（
2
分
）

”ホ
ッ

“と
情
報
（
2
分
）

放

　

送

　

日

地域に密着した番組です。
身近な人が登場します。お楽しみに!

�
引
き
込
み
な
ど
工
事
費
用
の
負
担
額

　
引
込
線
の
撤
去
・
移
設
工
事
の
申
し

込
み
に
つ
い
て

　
家
の
取
壊
し
、
改
築
、
転
居
な
ど
で
、

引
込
線
の
撤
去
・
移
設
を
希
望
さ
れ
る

場
合
は
、
光
フ
ァ
イ
バ
施
設
引
込
な
ど

工
事
申
込
書
（
撤
去
・
移
設
）
を
じ
ょ

う
ほ
う
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
工

事
申
込
書
は
じ
ょ
う
ほ
う
課
に
用
意
し

て
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
・
光
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
加
入
さ
れ
て
い
る
世
帯
は
、

サ
ー
ビ
ス
の
解
約
・
停
止
な
ど
に
伴
う

手
続
き
が
必
要
で
す
の
で
、
﹇
テ
ィ
ー
ズ
﹈

新
城
事
務
所
（
電
話
24
‐
３
６
７
７
）
ま
で

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

引込線の
新　　設

引込線の
撤　　去

引込線の
移　　設
※2

標準工事
※１（１本）

標　準
外工事

（見積）

１本

１本

住民票　　工事形態�　　　　　　　20年度以降

39,900円（税込）【引込線100mまで】

57,015円（税込）【引込線200mまで】

別途見積金額による

【引込線が200ｍを超える工事】

【地下埋設などの特殊工事】

13,230円（税込）

17,010円（税込）

【引込線の切断が必要な場合】

5,040円（税込）

【引込線の切断が不要な場合】

住
　
　
　
宅

有

無

住宅以外

標　準

標準外

標　準

標準外

標　準

標準外

19,950円（100ｍまで）

20,000円（200ｍまで）

標準外工事は実費

39,900円（100ｍまで）

57,015円（200ｍまで）

標準外工事は実費

39,900円（100ｍまで）

57,015円（200ｍまで）

標準外工事は実費

表1

表2

※

※…表1との差額は市が負担します。

※



17 広報しんしろ 2008.11

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
※このページは、ポルトガル語を話す方のためのものです。

こうほうしんしろ　ポルトガル語版

≪平成21年度　保育園入園のお知らせ≫　

フレンドシップ継承
交付金対象事業

A
IC

HI  H
OSPITALITY



18広報しんしろ 2008.11

梶
村
史
麿

ふ
る
さ
と
写
真
展

　
気
の
向
く
ま
ま
に
、
カ
メ
ラ
を

携
え
、
奥
三
河
の
各
地
を
訪
れ
、

そ
の
折
に
出
会
っ
た
人
た
ち
と
親

し
く
語
ら
い
な
が
ら
撮
影
し
た
写

真
を
展
示
し
ま
す
。
奥
三
河
の
美

し
い
自
然
と
そ
こ
に
力
強
く
生
き

る
心
豊
か
な
人
た
ち
の
写
真
で
す
。

　
観
来
館
（
鳳
来
寺
山
　
表
参
道

　
入
口
）

　
11
月
1
日

（土）
〜
30
日

（日）

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※
30
日
は
午
前
中
の
み
展
示

　
休
館
日
　
月
曜
日
お
よ
び
火
曜

　
日
（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

観
来
館
11
月
の
展
示

自
然
を
楽
し
く
学
ぶ
野
外
学
習
会

「
風
切
山
の

　
　
秋
の
紅
葉
を
楽
し
む
」

第
21
回

愛
知
県
立
芸
術
大
学

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
特
別
演
奏
会

新
城
歌
舞
伎
公
演

市
民
文
化
祭

地
域
振
興
課

☎
32
‐
0
5
1
3

市
文
化
協
会

☎
23
‐
7
6
5
6

文
化
課

☎
23
‐
7
6
5
5

文
化
課

☎
23
‐
7
6
5
5

　
文
化
の
薫
る
季
節
と
な
り
ま
し

た
。
市
文
化
協
会
で
は
、
今
年
も

文
化
祭
、
芸
能
祭
、
秋
の
市
民
茶

会
を
開
講
し
ま
す
。
市
民
の
皆
さ

ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
11
月
１
日

（土）
〜
３
日

（月）
（祝）

　
午
前
10
時

　
新
城
文
化
会
館

　
絵
画
・
書
道
・
生
け
花
・
草
木

　
盆
栽
（
盆
栽
・
菊
花
展
）
・
短

　
歌
・
俳
句
・
写
真
・
盆
石
・
和

　
紙
工
芸
・
き
も
の
帯
結
び
展

市
民
芸
能
祭

　
11
月
３
日

（月）
（祝）

　
午
前
９
時
30
分

　
新
城
文
化
会
館

　
無
料

秋
の
市
民
茶
会

　
11
月
３
日

（月）
（祝）

　
午
前
10
時

　
新
城
文
化
会
館

　
南
坊
流
…
和
室

　
裏
千
家
…
304
会
議
室

　
前
売
　
二
席
　
800
円

　
当
日
　
一
席
　
500
円

　
11
月
16
日

（日）

　
午
前
10
時
30
分
開
演

　
新
城
文
化
会
館

　
口
上
（
鳥
原
歌
舞
伎
）

　
第
一
幕
　
寿
式
三
番
叟
（
作
手

　
　
若
芽
会
）

　
第
二
幕
　
弁
天
娘
女
男
白
浪
―

　
　
浜
松
屋
見
世
先
の
場
（
子
供

　
　
歌
舞
伎
　
６
期
生
）

　
第
三
幕
　
菅
原
伝
授
手
習
鑑
―

　
　
松
王
下
屋
敷
の
場
（
塩
沢
歌

　
　
舞
伎
）

　
第
四
幕
　
三
人
吉
三
巴
白
浪
―

　
　
大
川
端
庚
申
塚
の
場
（
臼
子

　
　
子
供
歌
舞
伎
）

　
第
五
幕
　
一
条
大
蔵
譚
―
塀
外

　
　
よ
り
御
殿
の
場
（
山
乃
手
歌

　
　
舞
伎
）

　
総
合
案
内
役

　
　
安
田
文
吉
さ
ん

　
　
葛
西
聖
司
さ
ん

　
全
自
由
席

　
　
一
般
　
１，
０
０
０
円

　
　
高
校
生
以
下
　

500
円

　
新
城
文
化
会
館
ほ
か
プ
レ
イ
ガ

　
イ
ド
で
発
売
中

　
11
月
24
日

（月）
（
振
替
休
日
）

　
午
後
２
時
開
演

　
新
城
文
化
会
館

　
指
揮
　
外
山
雄
三

氏
（
N
H
K

　
　
交
響
楽
団
正
指
揮
者
・
愛
知

　
　
県
立
芸
術
大
学
客
員
教
授
）

　
管
弦
楽
　
愛
知
県
立
芸
術
大
学

　
　
管
弦
楽
団

　
演
奏
曲
目

　
�
J
・
S
・
バ
ッ
ハ
：
組
曲

 

第
3
番
　
ニ
長
調
B
W
V
・
1
 
 

 
 
0
6
8

　
�
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
：
交
響
曲
 

　
　
第
40
番
　
ト
短
調
 
K
・

550

　
�
ス
ト
ラ
ヴ
ィ
ン
ス
キ
ー
：
舞

　
　
踊
組
曲

 
「
火
の
鳥
」（
1
9
1
9
年
版
）

　
全
自
由
席

　
　
一
般
　
　
１，
０
０
０
円

　
　
高
校
・
大
学
生
　

500
円

　
　
小
・
中
学
生
　
無
料
（
要
整

　
　
理
券
―
整
理
券
入
用
の
場
合

　
　
は
文
化
課
ま
で
）

　
新
城
文
化
会
館
ほ
か
プ
レ
イ
ガ

　
イ
ド
で
発
売
中

　
未
就
学
児
の
入
場
は
ご
遠
慮
く

　
だ
さ
い
。

　
11
月
30
日

（日）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
日
吉
地
内
風
切
山

　
新
城
市
老
人
福
祉
館
周
辺

　
大
人
　
500
円

　
小
・
中
学
生
　
300
円

　
50
人

　
筆
記
具
、
弁
当
、
飲
み
物

　
野
外
観
察
が
で
き
る
服
装

　
博
物
館
学
術
委
員（
植
物
分
野
）

鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館

☎
35
‐
1
0
0
1

�
35
‐
5
0
1
2

hri-hakub
utukan1@

city.shinshiro.lg.jp

●申
●問

●時
●所

●受
●対

●応

●内

対象・資格

申し込み

問い合わせ

内容

●講
●定

講師・指導

募集人員

応募方法

日時・期間

場所・会場

●集 集合場所

受け付け

省略文字の見方

●〆 締め切り

●HP

●em

●持
●￥

●他 その他

費用・会費

ホームページ

Eメール

持ち物

本庁

鳳来総合支所

作手総合支所

■本
■鳳
■作

か

じ

む

ら

ふ

み

ま

ろ

●持

●内　

●内

●内

●講 ●定 ●集

●￥

●￥

●￥

●￥

●￥

●他

●他

●他

●時

●時●時●時 ●所

●時

●時

●所

●所

●時●所

●所 ●所

●所 ●問
■鳳

み

に

こ

ん

か

ん

●問

●問
■本

●問
■本

な
ん
ぼ
う
り
ゅ
う

う

ら

せ

ん

け

こ

と

ぶ

き

し

き

さ
ん
ば
そ
う

べ

ん

て

ん

む

す

め

め

お

の

し

ら

な

み

す

が

わ

ら

で

ん

じ

ゅ

て

な
ら
い
か
が
み

ま

つ

お

う

し

も

や

し

き

　
　

ば

お

お

か

わ

ば

た

こ

う

し

ん

づ

か

　

　

　
ば

さ

ん

に

ん

き

ち

さ

と
も
え
の
し
ら
な
み

ご

　て

ん

　

　

ば

い
ち
じ
ょ
う
お
お
く
ら
も
の
が
た
り
　
へ
い
そ
と

や
す
　
だ
　
ぶ
ん

き
ち

か

さ
い

せ
い

じ

は

ま

ま

つ

や

　

み

　

せ

　さ

き

　

　

　
ば

と

 

や
ま

ゆ
う

ぞ

う
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親
子
ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば

つ
く
で
手
作
り
村
感
謝
祭

新
城
ラ
リ
ー

2
0
0
8

児
童
館
ま
つ
り

【
に
こ
に
こ
】

　
第
６
回
　
11
月
21
日

（金）

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　
作
手
保
健
セ
ン
タ
ー

　
ち
び
っ
こ
交
通
安
全
教
室

　
幼
児
向
け
の
交
通
安
全
教
室

　
パ
ト
カ
ー
の
試
乗
も
あ
り
ま
す
。

　
未
就
園
児
と
そ
の
親

　
参
加
自
由
で
申
し
込
み
は
不
要

　
で
す
。
直
接
会
場
へ
お
越
し
く

　
だ
さ
い
。

　
無
料

　
市
で
は
、
平
成
21
年
の
成
人
式

を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
　

平
成
21
年
１
月
11
日

（日）

　
午
後
１
時
30
分

　
新
城
文
化
会
館

成
人
式
該
当
者

　
昭
和
63
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

元
年
４
月
１
日
の
間
に
生
ま
れ
た

方
。

　
学
校
や
仕
事
の
都
合
で
市
外
に

住
所
を
移
さ
れ
て
い
る
方
も
、
本

市
の
成
人
式
に
出
席
で
き
ま
す
の

で
、
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

11
月
28
日

（金）
ま
で
に
生
涯
学
習

課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
ご
案
内
は
12
月
中
旬
に
該
当
者

あ
て
に
発
送
し
ま
す
。

　
着
ぐ
る
み
人
形
劇
、
子
犬
と
の

ふ
れ
あ
い
、
工
作
な
ど
楽
し
い
催

し
物
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
家
族
で
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　
11
月
８
日

（土）

　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午

　
児
童
館
た
ん
ぽ
ぽ

　
（
長
篠
字
日
焼
９
‐
２
）

　
☎
32
‐
３
２
２
１

　
”

出
会
い
、
ふ
れ
あ
い
、
手
作

り
づ
く
し

“
道
の
駅
つ
く
で
手
作

り
村
で
は
、
毎
年
恒
例
の
感
謝
祭

を
行
い
ま
す
。

　
澄
ん
だ
秋
空
の
下
、
作
手
高
原

で
一
日
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
き
っ
と
豊
か
な
自
然
と
秋
の
味

覚
を
満
喫
す
る
こ
と
が
で
き
る
は

ず
で
す
。

　
11
月
30
日

（日）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
「
道
の
駅
」
つ
く
で
手
作
り
村

　
和
太
鼓
演
奏
、
餅
つ
き
大
会
、

　
地
元
野
菜
の
直
売
市
、
自
然
薯

　
の
販
売
、
催
し
物
多
数

　
11
月
23
日

（日）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
旧
国
道
151
号
中
町
交
差
点
か
ら

　
橋
向
交
差
点
間
が
車
両
通
行
止

　
め
と
な
り
ま
す
。

お
願
い

　
駐
車
場
が
不
足
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
お
出
掛
け
は
、
公
共
交
通

機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

近
隣
の
方
は
、
徒
歩
・
自
転
車
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
豊
鉄
バ
ス
（
中
町
か
ら
橋
向
区

　
間
）
は
、
入
船
線
に
迂
回
い
た

　
し
ま
す
。

　
11
月
21
日

（金）

　
新
城
観
光
ホ
テ
ル
　

　
開
会
式

　
11
月
22
日

（土）
・
23
日

（日）

　
市
内
一
帯

　
桜
淵
い
こ
い
の
広
場

　
あ
の
の
ん
祭
り
（
23
日
の
み
）

　
①
ス
ペ
シ
ャ
ル
ス
テ
ー
ジ
、

　
　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ス
テ
ー
ジ
観
戦

　
②
デ
モ
走
行
観
戦

　
③
エ
フ
エ
ム
豊
橋
公
開
生
放
送

　
④
地
元
物
産
飲
食
コ
ー
ナ
ー

　
⑤
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
関
連
企

　
　
業
コ
ー
ナ
ー

　
⑥
音
楽
隊
演
奏
（
陸
上
自
衛
隊
）

　
⑦
子
ど
も
向
け
イ
ベ
ン
ト
コ
ー

　
　
ナ
ー

※
22
日

（土）
・
23
日

（日）
は
、
ラ
リ

　
ー
競
技
開
催
の
た
め
、
林
道
な

　
ど
を
一
部
通
行
止
め
に
し
ま

　
す
。

　
工
夫
次
第
で
料
理
が
楽
し
く
な

り
ま
す
。
昨
年
好
評
だ
っ
た
講
師

が
伝
授
し
ま
す
。

　
11
月
29
日
(土)

　
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

　
新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　
ま
か
な
い
料
理
に
挑
戦

　
浅
田
利
彦

氏

　
男
性
　
15
人

　
材
料
費
　
600
円
程
度

　
11
月
25
日

（火）
ま
で

　
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
ま
か
な
い
料
理
と
は
、
厨
房
の

　
料
理
人
た
ち
が
自
分
た
ち
の
た

　
め
に
余
っ
た
食
材
で
短
時
間
で

　
つ
く
る
料
理
の
こ
と
で
す
。

　
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は
、

老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
広
く
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
「
老
連
生

き
い
き
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
11
月
29
日

（土）

　
※
ス
テ
ー
ジ
発
表

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

　
※
展
示
･
即
売
会

　
　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

　
新
城
文
化
会
館

　
ス
テ
ー
ジ
発
表
（
歌
謡
･
民
踊
･

　
民
舞
･
ダ
ン
ス
･
大
正
琴
･
詩

　
吟
ほ
か
）

　
展
示
室
（
書
道
･
盆
栽
･
編
み

　
物
･
竹
細
工
･
陶
芸
･
木
彫
り

　
の
実
演
･
女
性
部
作
品
ほ
か
）

※
新
米
や
穀
類
、
生
鮮
野
菜
、
団

　
子
、
五
平
餅
な
ど
も
販
売
し
ま

　
す
。

平
成
21
年
に

成
人
式
を
迎
え
ら
れ
る
方
へ

平
成
20
年

老
連
生
き
い
き
ま
つ
り

第
6
回

「
あ
の
の
ん
ま
つ
り
」

男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー

第
1
回

男
性
の
料
理
教
室

生
涯
学
習
課

☎
23
‐
7
6
5
4

児
童
課

☎
23
‐
7
6
2
2

生
涯
学
習
課

☎
23
‐
7
6
5
4

市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

市
老
人
ク
ラ
ブ
事
務
局

☎
23
‐
0
4
4
1

道
の
駅
つ
く
で
手
作
り
村

☎
37
‐
2
7
7
2

あ
の
の
ん
ま
つ
り
実
行
委
員
会

新
城
市
商
工
会

☎
22
‐
1
7
7
8

ス
ポ
ー
ツ
課

☎
23
‐
7
6
5
3

じ
ょ
う
ほ
う
課

☎
23
‐
7
6
2
3

あ
さ

だ
　
と
し

ひ
こ

●時●所

●時●所

●時●所

●時

●時 ●所●所

●対

●￥

●￥ ●他

●内

●内●内

●時●時 ●所●所 ●内

●時●所●内

●時●所●内

●講●定●〆

●申
●問

■本

●問
■本

●問

●問

●問

●問
●申
■本

●問
■本

●問
●申
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文
化
活
動
初
心
者
入
門
講
座

市
民
病
院
ふ
れ
あ
い
広
場

こ
こ
ろ
の
交
流
会

地
域
探
訪

「
中
央
構
造
線
と
滝
め
ぐ
り
」

里
親
を
募
集
し
ま
す

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
、
よ
り
多
く

の
文
化
活
動
に
楽
し
く
接
し
て
い

た
だ
く
た
め
、
初
心
者
入
門
講
座

を
開
設
し
ま
す
。
会
場
は
す
べ
て

新
城
文
化
会
館
で
す
。

は
じ
め
て
の
社
交
ダ
ン
ス

　
11
月
５
日
・
19
日
・
26
日

　
12
月
３
日
・
10
日
（
全
水
曜
日
）

　
午
後
７
時
〜
９
時

　
馬
渕
真
弓
さ
ん

　
30
人

　
11
月
１
日

（土）

は
じ
め
て
の
し
の
笛

　
11
月
13
日
・
20
日
・
27
日

　
12
月
４
日
・
11
日
（
全
木
曜
日
）

　
午
後
７
時
〜
９
時

　
丸
山
香
代
子
さ
ん

　
20
人

　
11
月
８
日

（土）

水
墨
画
に
親
し
む

　
11
月
11
日
・
18
日

　
12
月
２
日
・
９
日
・
16
日
（
全

　
火
曜
日
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

　
鈴
木
良
郎
さ
ん

　
20
人

　
11
月
８
日

（土）

は
じ
め
て
の
フ
ラ
ダ
ン
ス

　
11
月
５
日
・
19
日
・
12
月
３
日

　
17
日
・
１
月
７
日
（
全
水
曜
日
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
45
分

　
高
木
よ
し
子
さ
ん

　
20
人

　
11
月
１
日

（土）

整
っ
た
美
し
い
文
字
を

（
鉛
筆
学
習
）

　
11
月
７
日
・
14
日
・
12
月
５
日

　
12
日
・
19
日
（
全
金
曜
日
）

　
午
後
６
時
30
分
〜
９
時

　
中
根
修
巳
さ
ん

　
20
人

　
11
月
４
日

（火）

　
各
講
座
　
１，
０
０
０
円

　
教
材
費
　
実
費

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

　
す
。
テ
キ
ス
ト
は
講
師
が
用
意

　
し
ま
す
。

　
皆
さ
ま
に
も
っ
と
新
城
市
民
病

院
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
、
親

し
み
を
感
じ
て
い
た
だ
く
こ
と
を

目
的
に
「
市
民
病
院
ふ
れ
あ
い
広

場

こ
こ
ろ
の
交
流
会
」
を
開
催

し
ま
す
。

　
11
月
８
日

（土）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
（
特
別
講
演
以
外
は
午
後
１
時

　
終
了
予
定
）

　
市
民
病
院

①
特
別
講
演
「
い
の
ち
の
大
切
さ

　
〜
ガ
ン
が
教
え
て
く
れ
た
大
切

　
な
も
の
〜
」

　
（
講
師
　
元
チ
ェ
ッ
カ
ー
ズ
の

　
高
杢
禎
彦
さ
ん
　
病
院
内
で
整

　
理
券
を
配
布
）

②
院
内
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

③
白
衣
な
り
き
り
体
験
会

（
子
ど
も
向
け
）

④
救
え
命
！
Ａ
Ｅ
Ｄ
体
験

⑤
健
康
相
談
・
子
育
て
応
援
広
場

⑥
大
谷
大
学
に
よ
る
企
画

⑦
出
店
、
ポ
ン
菓
子
実
演

※
そ
の
他
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
企

　
画
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　
家
庭
に
恵
ま
れ
な
い
子
ど
も
を

引
き
取
っ
て
、
育
て
て
も
ら
え
る

里
親
を
募
集
し
ま
す
。

　
里
親
制
度
と
は
、
親
の
事
情
に

よ
り
家
庭
で
生
活
で
き
な
い
子
ど

も
の
た
め
に
、
里
親
の
家
庭
を
提

供
し
、
愛
情
を
持
っ
て
育
て
る
こ

と
で
、
子
ど
も
の
健
全
育
成
を
図

る
た
め
の
制
度
で
す
。

条
件

　
生
活
が
安
定
し
て
い
て
、
子
ど

も
の
養
育
に
専
念
で
き
る
お
お
む

ね
50
歳
ま
で
の
健
康
な
夫
婦
（
養

子
縁
組
を
希
望
す
る
場
合
は
、
お

お
む
ね
40
歳
ま
で
の
夫
婦
）

※
里
親
に
は
、
養
育
費
と
し
て
里

　
親
手
当
や
生
活
費
な
ど
が
支
給

　
さ
れ
ま
す
。

里
親
体
験
発
表
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
里
親
を
希
望
、
検
討
さ
れ
て
い

る
方
、
里
親
の
生
の
声
を
き
い
て

み
ま
せ
ん
か
。

　
12
月
４
日

（木）
　
午
前
10
時
30
分

　
東
三
河
総
合
庁
舎

　
豊
橋
市
八
町
通
５
‐
４

　
12
月
1
日

（月）

　
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
2
時

　
鳳
来
総
合
支
所
　

　
晩
秋
の
市
内
名
瀑
巡
り

　
乙
女
沢
不
動
滝
、
中
央
構
造
線

長
篠
露
頭
、
川
路
の
大
滝
な
ど
を

　
バ
ス
で
巡
り
ま
す
。

　
ど
な
た
で
も

　
雨
天
中
止
。
弁
当
、
飲
み
物
な

　
ど
は
各
自
で
用
意
し
て
く
だ
さ

　
い
。

　
11
月
4
日

（火）
か
ら
11
月
17
日

　
（月）
ま
で

　
生
涯
学
習
課
へ
直
接
ま
た
は
電

　
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
30
人
（
先
着
順
）

　
100
円
（
保
険
料
な
ど
、
当
日
集

　
金
）

市
文
化
協
会

☎
23
‐
7
6
5
6

新
城
市
民
病
院

☎
23
‐
7
8
5
2

実
行
委
員
ま
た
は
総
務
課

生
涯
学
習
課

☎
23
‐
7
6
5
4

新
城
設
楽
児
童
・
障
害
者
相
談

セ
ン
タ
ー

☎
23
‐
7
3
6
6

●問
●申

企
画
課

☎
23
‐
7
6
2
0

　
広
報
「
ほ
の
か
」
の
お
知
ら

せ
ペ
ー
ジ
に
、
広
告
の
掲
載
が

始
ま
り
ま
し
た
。

●申

●時

●所

●対 ●￥

●￥ ●他

●内

●内

●講●定●〆

●時●時

●時

●講●定

●定

●〆●時●講●定●〆

●時●講●定

●時

●〆●時●講●定●〆

●集

●所

ま

ぶ
ち

ま

ゆ
み

た
か

も
く

よ
し

ひ
こ

ま
る

や
ま

か

よ

こ

す
ず

き
　
よ
し
ろ
う

た
か

ぎ

な
か

ね
　
お
さ

み

ろ
　
と
う

●問
●申
■本

●問

●申
●問

●問
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英
会
話
教
室

　
11
月
５
日
・
12
日
・
19
日

　
26
日
・
12
月
３
日
・
10
日

　
（
全
６
回
・
毎
週
水
曜
日
）

　
午
前
９
時
30
分
〜
10
時
30
分

　
新
城
文
化
会
館
105
会
議
室

　
２
，

０
０
０
円
（
協
会
会
員
）

　
５，
０
０
０
円
（
一
般
）

　
15
人
程
度
（
協
会
会
員
優
先
、

　
先
着
順
）

※
５
人
に
満
た
な
い
場
合
は
中
止

　
し
ま
す
。

　
ド
リ
ア
・
山
崎
ラ
ン
サ
ム
さ
ん

　
（
ア
メ
リ
カ
出
身
）

韓
国
語
教
室

　
11
月
14
日
・
21
日
・
28
日

　
12
月
５
日
・
12
日
・
19
日

　
（
全
６
日
・
毎
週
金
曜
日
）

　
午
後
７
時
〜
８
時
15
分

　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
２
階
集
会

　
室

　
２，
０
０
０
円（
協
会
会
員
）

　
５，
０
０
０
円
（
一
般
）

　
30
人
程
度
（
協
会
会
員
優
先
、

　
先
着
順
）

※
５
人
に
満
た
な
い
場
合
は
中
止

　
し
ま
す
。

　
リ
ー
さ
ん
（
韓
国
出
身
）

※
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
お
申
し

　
込
み
く
だ
さ
い
。

※
講
座
終
了
後
、
ご
希
望
が
あ
れ

　
ば
来
年
以
降
も
継
続
す
る
予
定

　
で
す
。

　
第
33
回
新
城
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間

　
10
月
31
日

（金）
〜
11
月
28
日

（金）

※
こ
の
大
会
は
、
愛
知
県
市
町
村

　
対
抗
駅
伝
競
走
大
会
新
城
市
代

　
表
選
考
大
会
の
一
つ
で
す
。

　
１
月
18
日

（日）
　
雨
天
決
行

　
新
城
総
合
公
園
と
周
辺
の
一
般

　
公
道

　
小
学
生
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

　
中
学
生
３
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
・
５

　
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

　
一
般
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
・
10
キ

　
ロ
メ
ー
ト
ル

　
ジ
ョ
ギ
ン
グ
３
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

　
一
般
　
　
２，
０
０
０
円

　
高
校
生
　
１，
０
０
０
円

　
小
中
学
生
　

５
０
０
円

　
ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
部

　
・
一
般
　
　
１，
５
０
０
円

　
・
高
校
生
　
１，
０
０
０
円

　
・
小
中
学
生
　

５
０
０
円

　
未
就
学
児
は
無
料

語
学
講
座
　
受
講
者
募
集

第
33
回
　

新
城
マ
ラ
ソ
ン
大
会

参
加
者
募
集

新
城
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局

☎
23
‐
7
7
8
3

sie
a
@

c
ru

x.o
c
n

.n
e
.jp

ス
ポ
ー
ツ
課

☎
23
‐
7
6
5
3

離婚・相続・遺言・後見・契約書・内容証明・公正証書…

会社設立・決算・農地法許可・建設業許可…

くらし・ビジネス・サポートセンター　丁寧・迅速・秘密厳守

（要予約）

新城市字宮ノ西4-16　新城駅 徒歩2分　Mail:tatsu_s@f4.dion.ne.jp

10月28日 （火）
午後7:00～8:30

会場 / 新城文化会館リハーサル室

講師　近田いく代 （とよはし中日文化センター講師）

み や び か い

3級FP技能士　　宅建主任者　　経営コンサルティング

鈴木達也行政書士事務所

新城市のホームページからどうぞhttp://www.suzuki-55.com 

予約先（0532）62-9896
豊橋市飯村北二丁目7-10

http://www.tees.ne.jp/ m̃iyabi7/

お問合わせ

無料体験

雅會

電話/FAX　0536-22-4175

名古屋入国管理局届出済行政書士

　
豊
か
な
森
林
環
境
、
森
林
資
源

を
保
全
す
る
と
と
も
に
次
世
代
に

継
承
し
、
住
み
良
い
地
域
を
つ
く

る
こ
と
を
目
的
に
、
今
後
の
森
づ

く
り
の
指
針
と
な
る
条
例
の
制
定

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
今
回
、
「
新

城
市
森
づ
く
り
基
本
条
例（
案
）
」

に
対
し
て
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
手
続
制
度
に
よ
り
、
市
民
の
皆

さ
ん
か
ら
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
条
例
制
定
は
北
設

楽
郡
3
町
村
と
共
同
で
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

募
集
期
間

　
10
月
29
日

（水）
〜
11
月
28
日

（金）

提
出
方
法

　
住
所
お
よ
び
氏
名
を
記
入
の
上
、

①
か
ら
④
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で

ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　
①
企
画
課
に
持
参
す
る
。
た
だ

　
　
し
、
土
・
日
曜
日
お
よ
び
祝

　
　
日
を
除
く
午
前
８
時
30
分
〜

　
　
午
後
５
時
30
分

　
②
郵
送
す
る
。

　
③
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
送
信
す
る
。

　
④
Ｅ
メ
ー
ル
で
送
信
す
る
。

※
電
話
に
よ
る
ご
意
見
の
提
出
は
、

　
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

条
例（
案
）の
閲
覧
期
間

　
募
集
期
間
と
同
じ

閲
覧
の
方
法
お
よ
び
場
所

・
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

・
企
画
課
、
森
林
政
策
課
（
鳳
来

　
総
合
支
所
庁
舎
内
）
、
総
務
課

・
鳳
来
・
作
手
各
総
合
支
所
地
域

　
振
興
課

※
土
・
日
曜
日
お
よ
び
祝
日
を
除

　
く
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

　
30
分

「
新
城
市
森
づ
く
り
基
本
条

例
（
案
）
」
へ
の
意
見
を
募
集

し
ま
す
　

　
郵
送
先

　
〒
4
4
1
‐
1
3
9
2

　 

新
城
市
役
所
　
企
画
課
あ
て

企
画
課

☎
23
‐
7
6
2
0

�
23
‐
7
2
9
6

kika
ku

@
c

ity.sh
in

sh
iro

.lg
.jp

　
市
遺
児
手
当
（
８
〜
11
月
分
）

を
11
月
28
日

（金）
に
振
り
込
み
ま

す
の
で
、
受
給
者
の
皆
さ
ん
は
金

融
機
関
で
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

※
転
居
・
転
出
な
ど
の
際
は
、
児

　
童
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民

　
福
祉
課
へ
届
出
を
し
て
く
だ
さ

　
い
。

市
遺
児
手
当
の
振
り
込
み

児
童
課

☎
23
‐
7
6
2
2

市
民
福
祉
課

☎
32
‐
1
9
8
2

市
民
福
祉
課

☎
37
‐
2
2
1
1

●問
■本■鳳■作

●時

●時

●所

●所

●￥

●￥

●内

●講 ●定

●時●所●￥●講 ●定

●申
●問

●em

●問
■本

●em
●申
●問

■本
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個
人
事
業
税
第
二
期
分
の

納
税
を
お
忘
れ
な
く

11
月
は
児
童
虐
待
防
止

推
進
月
間
で
す
　

省
エ
ネ
改
修
工
事
を
行
っ
た

既
存
住
宅
に
係
る
固
定
資
産

税
の
減
額
に
つ
い
て
　

「
助
け
て
の
小
さ
な
サ
イ
ン
受
け

止
め
て
」

　
虐
待
を
受
け
て
い
る
子
ど
も
は

不
自
然
な
傷
や
ア
ザ
、
衣
服
が
い

つ
も
汚
れ
て
い
る
、
お
ど
お
ど
し

て
い
る
な
ど
サ
イ
ン
を
送
っ
て
い

ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が

子
ど
も
た
ち
の
様
子
に
気
づ
い
て

あ
げ
る
こ
と
で
、
児
童
虐
待
を
防

ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
市
で
は
推
進
月
間
に
あ
わ
せ
、

保
育
園
、
幼
稚
園
、
小
中
学
校
、

市
役
所
な
ど
の
施
設
に
ポ
ス
タ
ー

な
ど
を
掲
示
し
、
児
童
虐
待
防
止

を
呼
び
か
け
る
と
と
も
に
、
相
談

窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
個
人
事
業
税
第
二
期
分
の
納
期

限
は
、
12
月
１
日

（月）
で
す
。
11

月
中
旬
に
県
か
ら
納
税
通
知
書
を

お
送
り
し
ま
す
の
で
、
納
税
を
お

忘
れ
な
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、

納
期
限
前
に
預
（
貯
）
金
残
高
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、p

a
y

-e
a
s
y

（
ペ
イ
ジ

ー
）
に
対
応
し
て
い
る
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
ま
た
は
Ａ
Ｔ

Ｍ
を
利
用
し
て
納
付
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
（
た
だ
し
領
収
証
書
が

発
行
さ
れ
ま
せ
ん
。
領
収
書
が
必

要
な
方
は
、
金
融
機
関
の
窓
口
で

納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

　
ま
た
、
納
税
に
は
便
利
で
安
全

な
口
座
振
替
の
制
度
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
希
望
の
方
は
口
座
を
開

設
し
て
い
る
金
融
機
関
の
窓
口
で

手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。
（
た
だ

し
、
手
続
の
時
期
に
よ
っ
て
は
、

翌
年
度
分
か
ら
の
取
り
扱
い
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

※
現
在
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

　
ア
で
の
納
付
は
自
動
車
税
の
み

　
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
来
年
以

　
降
、
他
の
税
に
も
拡
大
す
る
予

　
定
で
す
。

 
平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
22
年

3
月
31
日
ま
で
の
間
に
省
エ
ネ
改

修
工
事
を
行
い
、
基
準
に
適
合
す

る
と
、
翌
年
度
分
の
固
定
資
産
税

額
か
ら
３
分
の
１
が
減
額
さ
れ
ま

す
。

 
床
面
積
の
120
平
方
メ
ー
ト
ル
分

ま
で
を
限
度
と
し
、
バ
リ
ア
フ
リ

ー
改
修
（
100
平
方
メ
ー
ト
ル
を
限

度
）
を
同
年
に
行
っ
た
場
合
に
は
、

3
分
の
2
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

（
要
件
）

　
窓
の
改
修
工
事
、
お
よ
び
窓
の

改
修
工
事
を
含
む
床
・
天
井
・
壁

の
断
熱
改
修
工
事

　
た
だ
し
、
外
気
な
ど
と
接
す
る

も
の
の
工
事
に
限
り
ま
す
。

　
平
成
20
年
１
月
１
日
に
存
す
る

住
宅
（
賃
貸
住
宅
を
除
く
）
に
お

い
て
行
わ
れ
る
こ
と

　
改
修
費
用
が
30
万
円
以
上
で
あ

る
こ
と

　
詳
し
く
は
、
税
務
課
へ
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

手
当
の
振
込
み

　
市
障
害
者
手
当
（
８
〜
11
月
分
）

を
11
月
28
日

（金）
に
、
ま
た
特
別

障
害
者
手
当
・
障
害
児
福
祉
手

当
・
経
過
的
福
祉
手
当
（
８
月

〜
10
月
分
）
を
11
月
10
日

（月）
に
振

り
込
み
ま
す
。

　
受
給
者
の
方
は
金
融
機
関
で
お

確
か
め
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
転
居
、
転
出
な
ど
の
際

　
は
す
み
や
か
に
本
庁
福
祉
課
、

　
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
ま
で

　
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

障
害
者
手
当
な
ど
の
振
り
込
み

福
祉
課

☎
23
‐
7
6
2
4

市
民
福
祉
課

☎
32
‐
1
9
8
2

市
民
福
祉
課

☎
37
‐
2
2
1
1

●問
■本■鳳■作

税
務
課

☎
23
‐
7
6
1
5

東
三
河
県
税
事
務
所

☎
０
５
3
2
‐
54
‐
5
1
1
1

内
線
2
6
5

http://w
w

w
.pref.aichi.jp/zeim

u/

児
童
課

☎
23
‐
7
6
2
2

市
民
福
祉
課

☎
32
‐
1
9
8
2

市
民
福
祉
課

☎
37
‐
2
2
1
1

　
当
プ
ラ
ザ
で
は
、
日
常
生
活
に

密
着
し
た
県
政
や
暮
ら
し
に
関
す

る
情
報
・
資
料
な
ど
の
提
供
や
各

種
相
談
を
お
受
け
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
パ
ス
ポ
ー
ト
の
発
給
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。

各
種
相
談

　
月
曜
日
〜
金
曜
日

新
城
設
楽
県
民
生
活
プ
ラ
ザ
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

●問
新
城
設
楽
県
民
生
活
プ
ラ
ザ

（
新
城
設
楽
総
合
庁
舎
１
階
）

県
民
・
多
重
債
務
・
パ
ス
ポ
ー
ト

☎
23
‐
８
７
０
0

消
費
生
活
相
談

☎
23
‐
8
7
0
1

●問
■本

●問●HP

●問
■本■鳳■作



23 広報しんしろ 2008.11

新
城
警
察
署
だ
よ
り

あ
な
た
の
笑
顔
が
見
た
い
か
ら

〜
ご
利
用
く
だ
さ
い
被
害
相
談

　
窓
口
と
犯
罪
被
害
給
付
制
度
〜

◎
こ
こ
ろ
の
悩
み
相
談

　
（
ハ
ー
ト
フ
ル
ラ
イ
ン
）

　
☎
０
５
２
‐

９５４
‐
８
８
９
７

　
月
〜
金
曜
日
〔
祝
日
、
年
末
年

　
始
を
を
除
く
〕
の
午
前
９
時
〜

　
午
後
５
時

◎
性
犯
罪
被
害
相
談

（
レ
デ
ィ
ー
ス
・
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
）

　
☎
０
１
２
０
‐
67
‐
７
８
３
０

　
月
〜
金
曜
日
〔
祝
日
、
年
末
年

　
始
を
除
く
〕
の
午
前
９
時
〜
正

　
午
、
午
後
１
時
〜
５
時
（
こ
の

　
電
話
は
愛
知
県
内
か
ら
の
み
通

　
話
可
能
で
す
）

◎
列
車
内
の
痴
漢
被
害
相
談

　
（
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ル
）

　
☎
０
５
２
‐

５６１
‐
０
１
８
４

　
24
時
間
受
付

◎
被
害
少
年
相
談

　
☎
０
１
２
０
‐
78
‐
６
７
７
０

　
月
〜
金
曜
日
〔
祝
日
、
年
末
年

　
始
を
除
く
〕
の
午
前
９
時
30
分

　
〜
午
後
４
時

※
土
・
日
・
祝
日
お
よ
び
時
間
外

　
は
留
守
番
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
対

　
応
（
こ
の
電
話
は
愛
知
県
内
か

　
ら
の
み
通
話
可
能
で
す
）

◎
ス
ト
ー
カ
ー
１
１
０
番

　
☎
０
５
２
‐

９６１
‐
０
８
８
８

　
24
時
間
受
付

新
城
警
察
署
 ☎

22
‐
0
1
1
0

・
県
民
相
談

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
15
分
　

　
（
交
通
事
故
相
談
　
毎
月
第
１

　
金
曜
日
・
予
約
制
）

・
多
重
債
務
相
談

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
15
分

・
消
費
生
活
相
談

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分
　

　
相
談
は
無
料
で
秘
密
厳
守
し
ま

　
す
。

　
お
一
人
で
悩
ま
ず
早
め
に
相
談

　
し
ま
し
ょ
う
。

パ
ス
ポ
ー
ト
の
発
給

　
月
曜
か
ら
金
曜
日

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
11
月
は
放
置
自
転
車
ク
リ
ー
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
月
間
で
す
。

　
近
年
、
自
転
車
は
、
環
境
負
荷

の
低
い
交
通
手
段
と
し
て
見
直
さ

れ
、
ま
た
、
健
康
志
向
の
高
ま
り

を
背
景
に
そ
の
利
用
ニ
ー
ズ
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、

市
内
の
駅
周
辺
な
ど
に
は
、
自
転

車
が
乱
雑
に
駐
輪
さ
れ
、
な
か
に

は
長
期
間
放
置
さ
れ
て
い
る
も
の

も
数
多
く
あ
り
、
安
全
な
通
行
の

妨
げ
に
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
防

災
や
都
市
景
観
な
ど
の
面
か
ら
社

会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
自
転

車
の
所
有
者
は
、
責
任
を
持
っ
て

管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
11
月
４
日

（火）
は
「
放

置
自
転
車
ク
リ
ー
ン
デ
ー
」
で
す
。

県
内
一
斉
に
放
置
自
転
車
の
撤
去

活
動
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

放
置
自
転
車

　
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
月
間

困
り
ま
す
！
　
自
転
車

　
　
　
置
き
ざ
り
　
知
ら
ん
ぷ
り

　桜渕公園再生計画（桜の剪定作業）100万本の桜プロジェクト

11月16日（日）　秋のさくら祭り

　　桜の木でマイ箸を作ろう！　－体験－

　　（約30分の作業でオリジナル箸の完成。限定500膳）

　　一斗缶を再利用し即席燻製機　－販売－

　　剪定した枝を粉砕しチップを有効活用　－配布－

　　（当日チップをいぶした食材の提供・販売）

　　さくらの枯葉や樹皮で草木染め　－計画中－

ただいま、この作業のプロジェクトメンバーを募集中! 　担当　松井

下
水
道
事
業
区
域
を
拡
張
し
ま
す

　
「
新
城
市
流
域
関
連
公
共
下
水

道
事
業
計
画
変
更
（
案
）
」
を
縦
覧

し
ま
す
。

　
今
回
の
変
更
は
、
東
新
町
・
杉

山
・
大
野
田
・
豊
島
・
川
田
・
富

永
の
各
地
区
の
市
街
化
調
整
区
域

の
一
部
を
事
業
区
域
に
追
加
し
、

合
わ
せ
て
事
業
期
間
を
延
長
す
る

も
の
で
す
。

　
な
お
、
意
見
の
あ
る
方
は
、
11

月
6
日

（木）
ま
で
に
市
に
対
し
意

見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

縦
覧
期
間

　
10
月
23
日

（木）
〜
11
月
6
日

（木）

　
（
た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
及
び

　
祝
日
は
除
く
）

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
30

　
分

縦
覧
場
所

　
下
水
道
課

下
水
道
課

☎
23
‐
7
6
4
4

市
民
安
全
対
策
室

☎
23
‐
7
6
1
3

図
書
館
だ
よ
り

新
城
図
書
館

☎
23
‐
2
3
3
3

http://www.library.shinshiro.aichi.jp/

　
「
源
氏
物
語
千
年
紀
」
に
ち
な

み
「
源
氏
物
語
」
を
特
集
し
ま
す
。

【
入
門
書
と
し
て
】

「
源
氏
物
語
入
門
」
『
源
氏
物
語

大
辞
典
』
編
集
委
員
会
編
　
角
川

学
芸
出
版

「
源
氏
物
語
を
読
み
解
く

100
問
」

伊
井
春
樹
著
　
日
本
放
送
出
版
協

会【
よ
り
深
く
知
る
た
め
の
本
と
し
て
】

「
源
氏
物
語
の
女
君
た
ち
」

「
源
氏
物
語
の
男
君
た
ち
」

瀬
戸
内
寂
聴
著
　
日
本
放
送
出
版

協
会

「
京
都
　
紫
式
部
の
ま
ち
‐
そ
の

生
涯
と
『
源
氏
物
語
』
」
　
坂
井

輝
久
文
　
井
上
匠
写
真
　
淡
交
社

「
逢
瀬
で
読
む
源
氏
物
語
」
　
池

田
和
臣
著
　
ア
ス
キ
ー

【
ゆ
か
り
の
地
の
旅
案
内
本
と
し
て
】

「
源
氏
物
語
散
策
帖
‐
ゆ
か
り
の

地
を
め
ぐ
る
」
　
コ
ト
コ
ト

「
姫
君
た
ち
の
京
都
案
内
‐
『
源

氏
物
語
』
と
恋
の
舞
台
」
　
蔵
田

敏
明
・
薄
雲
鈴
代
著
　
淡
交
社

●問

●問
■本

●問
■本

●問●HP

く
ら

た

と
し
あ
き

さ
か
　
い

い
け

だ
　
か
ず

お
み

て
る

ひ
さ

い
　
　
い
　
は
る

き

せ

と

う
ち
じ
ゃ
く
ち
ょ
う

い
の

う
え
た
く
み

う
す
ぐ
も

す
ず

よ
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新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
23
‐
8
5
5
1

鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
2
8
1
1

作
手
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
37
‐
2
8
3
9

　
脳
血
管
疾
患
な
ど
の
方

※
詳
し
い
内
容
は
、
新
城
・
鳳

　
来
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問

　
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
11
月
25
日

（火）
　
午
前
10
時

　
11
月
6
日

（木）
　
午
前
10
時

　
11
月
21
日

（金）
　

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

　
こ
こ
ろ
の
病
な
ど
で
生
活
に

　
不
安
を
感
じ
て
い
る
方

　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
創
作

　
活
動
な
ど

社
会
復
帰
教
室
（
要
申
込
）

鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

肺
が
ん
（
喀
た
ん
）
検
診（
要
申
込
）

機
能
訓
練
教
室（
要
申
込
）

　
11
月
4
日

（火）
〜
12
月
5
日

（金）

　
自
宅
で
３
日
間
た
ん
を
採
り
、

　
提
出
す
る
。

　
400
円

※
新
城
保
健
セ
ン
タ
ー
で
直
接

　
検
査
容
器
な
ど
を
お
渡
し
し

　
ま
す
。

作
手
保
健
セ
ン
タ
ー

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

　
11
月
27
日

（木）
　

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

か
み
か
み
離
乳
食
教
室（
要
申
込
）

　
11
月
28
日

（金）
 

　
午
前
９
時
15
分
〜
11
時
30
分

　
平
成
20
年
1
月
か
ら
4
月
生

　
ま
れ
ま
で
の
乳
児
と
そ
の
保

　
護
者

　
母
子
健
康
手
帳
、
エ
プ
ロ
ン
、

　
よ
だ
れ
か
け
、
タ
オ
ル
、
お
茶
、

　
筆
記
具

　
一
般
不
妊
治
療
（
体
外
受
精
・

顕
微
受
精
を
除
く
不
妊
検
査
・

不
妊
治
療
）
に
要
す
る
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　
市
内
に
住
所
を
有
し
、
一
般

　
不
妊
治
療
を
受
け
、
夫
婦
の

　
年
間
所
得
金
額
が
730
万
円
未

　
満
の
方

限

度

額
　
５
万
円

助
成
期
間
　
２
年

　
平
成
20
年
３
月
か
ら
平
成
21

　
年
２
月
ま
で
の
自
己
負
担
額

　
を
平
成
21
年
３
月
末
ま
で
に

　
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
い
内
容
は
、
新
城
保
健

　
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ

　
せ
く
だ
さ
い
。

一
般
不
妊
治
療
費
助
成
制
度

　（
要
申
請
）

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

妊
産
婦
・
一
般
歯
科
検
診

（
要
申
込
）

　
11
月
11
日

（火）

　
午
後
１
時
30
分

　
妊
産
婦
・
一
般
（
成
人
）
の
方

　
母
子
健
康
手
帳
ま
た
は
健
康

　
手
帳

　
無
料

　
新
城
城
跡
は
、
「
し
ん
し
ろ
」

と
い
う
市
名
の
由
来
に
な
っ
た

と
も
さ
れ
る
城
跡
で
す
。
こ
の

新
城
城
は
、
今
か
ら
約
430
年
前

の
天
正
４
年
（
1
5
7
6
）
に

長
篠
の
戦
い
で
戦
功
の
あ
っ
た

奥
平
信
昌
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ

ま
し
た
。
こ
の
城
の
中
心
地
（
本

丸
）
は
、
堀
と
土
塁
（
土
を
盛

っ
て
造
ら
れ
た
防
御
の
た
め
の

施
設
）
で
囲
ま
れ
て
い
た
部
分
で
、

現
在
の
新
城
小
学
校
の
運
動
場

一
帯
に
あ
た
り
ま
す
。
今
で
も

運
動
場
の
南
東
部
に
堀
と
土
塁

の
一
部
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
初
代
城
主
で
あ
っ
た
奥
平
信

昌
は
、
天
正
18
年
（
1
5
9
0
）

に
徳
川
家
康
が
関
東
に
移
り
住

む
よ
う
に
な
る
と
合
わ
せ
て
、

上
野
国
宮
崎
（
現

群
馬
県
富
岡

市
）
に
移
住
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

何
人
か
の
城
主
の
交
代
を
経
て
、

正
保
２
年
（
1
6
4
5
）
に
新
城

城
は
廃
城
と
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
慶
安
元
年
（
1
6
4
8
）

年
に
旗
本
の
菅
沼
定
実
（
野
田

城
主
の
菅
沼
定
盈
が
祖
父
に
あ

た
り
、
桜
淵
公
園
に
桜
の
木
を

植
え
始
め
た
人
物
）
が
陣
屋
（
屋

敷
）
を
こ
の
地
に
構
え
て
以
来
、

明
治
２
年
（
1
8
6
9
）
、
の
廃

藩
置
県
ま
で
こ
の
地
を
生
活
の

場
と
し
て
い
ま
し
た
。

　
今
年
で
新
市
が
発
足
し
て
丸

３
年
が
経
ち
ま
す
。
戦
国
時
代

に
作
手
地
区
に
居
住
し
て
い
た

奥
平
氏
が
、
天
正
３
年
に
長
篠

城
主
と
な
っ
て
長
篠
の
戦
い
を

迎
え
、
そ
の
後
、
「
郷
ヶ
原
」
と

よ
ば
れ
た
地
に
新
城
城
を
築
き
、

現
在
に
至
っ
て
い
る
と
思
う
と

何
か
心
に
感
じ
る
も
の
が
あ
り

ま
せ
ん
か
。

�

新

城

城

跡

�
市
指
定
 

史
跡

�
昭
和
33
年
4
月
１
日
指
定

文
化
課
　
☎
23
‐
7
6
5
5

●問
本

新城小学校運動場から、現存する土塁を望む

か

く

●問●問●問

●対 ●時 ●時●時 ●対●内 ●申
●所

●申
●所

●申
●所

●時 ●申
●所

●申
●所

●時●￥ ●内

●対●対 ●時●申 ●申
●所

●持

●￥ ●申
●所

●時●対●持

し

ん

し

ろ

　
じ
ょ
う
　

し
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消防署　　　☎ 22‐1119

消
防
総
務
課
　
☎
22
‐
4
8
0
2

●問

　
今
年
も
火
災
が
発
生
し
や
す
い

季
節
を
迎
え
「
火
の
し
ま
つ
　
君

が
し
な
く
て
　
誰
が
す
る
」
を
統

一
標
語
と
し
て
、
11
月
９
日
か
ら

15
日
ま
で
の
１
週
間
、
火
災
予
防

運
動
を
実
施
し
ま
す
。

　
消
防
本
部
で
は
火
災
予
防
運
動

の
一
環
と
し
て
管
内
の
小
学
生
か

ら
防
火
ポ
ス
タ
ー
、
防
火
習
字
の

募
集
を
行
い
ま
し
た
。

【
住
宅
防
火
】

火
事
の
た
ま
ご
を
探
し
ま
し
ょ
う

　
‐
住
宅
火
災
を
防
ぐ

　
　
　
　
４
つ
の
ポ
イ
ン
ト
‐

〈
た
ば
こ
〉

・
寝
た
ば
こ
は
、
や
け
ど
や
死
に

　
つ
な
が
り
危
険
で
す
。

・
た
ば
こ
の
吸
殻
は
、
水
を
か
け

　
て
完
全
に
消
し
て
か
ら
捨
て
ま

　
し
ょ
う
。

〈
天
ぷ
ら
鍋
〉

・
天
ぷ
ら
油
を
加
熱
中
に
、
ほ
か

　
の
用
事
を
す
る
の
は
危
険
で
す
。

・
調
理
中
、
コ
ン
ロ
か
ら
離
れ
る

　
時
は
、
必
ず
火
を
消
し
ま
し
ょ

　
う
。

〈
暖
房
器
具
〉

・
ス
ト
ー
ブ
で
洗
濯
物
を
乾
か
す

　
の
は
危
険
で
す
。

・
石
油
ス
ト
ー
ブ
に
給
油
す
る
時

　
は
必
ず
火
を
消
し
ま
し
ょ
う
。

〈
電
気
器
具
〉

・
電
気
コ
ー
ド
が
家
具
な
ど
の
下

　
敷
き
に
な
っ
て
い
る
と
、
コ
ー

　
ド
が
傷
み
火
災
に
な
る
危
険
が

　
あ
り
ま
す
。

・
た
こ
足
配
線
は
、
コ
ー
ド
が
発

　
熱
し
て
火
災
に
な
る
こ
と
が
あ

　
り
ま
す
。

・
コ
ン
セ
ン
ト
プ
ラ
グ
は
、
ほ
こ

　
り
や
湿
気
の
影
響
で
火
災
に
な

　
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

①
ま
ず
落
ち
着
い
て
正
確
に

　
１
１
９
番

②
住
所
・
世
帯
主
・
目
標
物
・

　
内
容
な
ど
を
詳
し
く
伝
え
る
。

③
自
分
だ
け
で
話
さ
ず
に
、
指

　
令
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
問
い
か

　
け
に
あ
わ
せ
て
話
す
。

　
消
防
署
 

☎
22
‐
1
1
1
9

住
宅
用
火
災
警
報
器
を

設
置
さ
れ
ま
し
た
か

　
６
月
１
日
か
ら
設
置
が
義
務

付
け
ら
れ
ま
し
た
。
設
置
さ
れ

て
い
な
い
方
は
、
至
急
、
取
り

付
け
て
く
だ
さ
い
。

�
４
月
か
ら
、
市
内
の
緊
急
電
話

　
１
１
９
番
受
信
受
付
場
所
が
、

　
豊
橋
市
中
消
防
署
の
消
防
指
令

　
セ
ン
タ
ー
に
な
り
ま
し
た
。

�
ど
の
電
話
機
か
ら
で
も
、
市
外

　
局
番
な
し
で
「
1
1
9
」
を
回

　
し
て
も
ら
え
ば
、
消
防
指
令
セ

　
ン
タ
ー
に
通
報
さ
れ
ま
す
。

�
自
宅
や
会
社
の
加
入
電
話
・
公

　
衆
電
話
か
ら
１
１
９
番
通
報
し

　
た
場
合
、
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー

　
で
１
１
９
番
を
受
信
す
る
こ
と

　
に
よ
り
、
通
報
直
後
に
、
通
報

　
先
の
場
所
が
地
図
に
表
示
さ
れ

　
る
た
め
、
従
来
よ
り
も
早
く
緊

　
急
車
両
を
出
動
さ
せ
る
こ
と
が

　
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
10
月
１
日
か
ら
、
携
帯

　
電
話
か
ら
で
も
１
１
９
番
緊
急

　
通
報
に
か
か
る
位
置
情
報
通
知

　
シ
ス
テ
ム
の
運
用
が
始
ま
り
ま

　
し
た
。
こ
れ
は
音
声
通
話
と
同

　
時
に
通
報
し
て
い
る
場
所
の
位

　
置
情
報
が
、
１
１
９
番
通
報
を

　
受
信
し
て
い
る
消
防
指
令
セ
ン

　
タ
ー
に
通
知
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム

　
で
す
。

　
住
所
不
案
内
の
場
合
が
多
い
携

　
帯
電
話
に
は
大
変
効
果
的
で
あ

　
る
な
ど
、
通
報
者
の
発
信
位
置

　
を
的
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
可

　
能
と
な
る
た
め
、
よ
り
迅
速
か

　
つ
確
実
な
消
防
活
動
に
役
立
つ

　
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
（
対
象
と
な
る
携
帯
電
話
は
、

　
　
G
P
S
機
能
を
備
え
た
機
種
）
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環境課　　　 ☎23‐7677
　　　　　　�23‐8388
生活衛生課　 ☎22‐0521

●問 本

　
電
気
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
わ
ず

に
ゆ
っ
く
り
と
し
た
夜
を
楽
し
む
こ
と

で
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
に
対
す
る
考

え
を
深
め
て
い
た
だ
く
「
き
っ
か
け
」

と
す
る
た
め
に
、
平
成
18
年
度
か
ら
「
キ

ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
・
イ
ベ
ン
ト
」
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
で
３
回
目
と
な
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
が
、

今
年
は
市
内
幼
稚
園
・
保
育
園
な
ど
の
協

力
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
作
品
数
が

並
ぶ
予
定
で
す
。
ま
た
、
会
場
で
は
「
キ

ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
新
城
実
行
委
員
会
」
主

催
に
よ
る
温
暖
化
防
止
の
紙
芝
居
な
ど
も

行
わ
れ
る
予
定
で
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

日
　
時

　
11
月
15
日

（土）
　
午
後
４
時
〜
７
時

場
　
所

　
新
城
文
化
会
館
は
な
の
き
広
場
周
辺

　
狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
犬
の
飼
い
主
は
、

生
後
90
日
を
経
過
し
た
犬
の
登
録
と
、
毎

年
１
回
の
予
防
接
種
を
受
け
さ
せ
る
こ
と

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
狂
犬
病
は

人
に
も
感
染
し
、
発
病
し
た
ら
100
パ
ー
セ

ン
ト
死
亡
す
る
と
い
う
恐
ろ
し
い
病
気
で

す
。
　
日
本
で
の
発
生
件
数
は
昭
和
32
年

以
降
ゼ
ロ
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
海
外
で

は
年
間
５
万
人
以
上
が
狂
犬
病
に
よ
り
死

亡
し
て
お
り
、
い
つ
国
内
に
ウ
ィ
ル
ス
が

侵
入
し
て
も
お
か
し
く
な
い
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
狂
犬
病
予
防
注
射
は
、
飼
い
主
が
飼
っ

て
い
る
犬
か
ら
の
感
染
を
予
防
す
る
た
め

に
接
種
し
ま
す
。
狂
犬
病
の
恐
ろ
し
さ
を

理
解
し
て
、
飼
い
主
は
責
任
を
持
っ
て
狂

犬
病
予
防
注
射
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
最
近
、
野
良
猫
に
関
す
る
苦
情
が
増
え

て
い
ま
す
。
去
勢
や
避
妊
を
し
て
い
な
い

野
良
猫
に
エ
サ
を
与
え
る
と
、
猫
が
そ
の

地
域
に
居
つ
い
た
り
、
増
え
て
し
ま
う
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。
野
良
猫
に
エ
サ
を
与
え

た
い
と
い
う
気
持
ち
は
と
て
も
愛
情
深
く
、

人
間
と
し
て
大
切
な
気
持
ち
で
す
が
、
地

域
の
中
に
は
、
猫
の
嫌
い
な
方
や
猫
が
増

え
る
こ
と
に
よ
っ
て
迷
惑
を
受
け
る
方
も

い
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
新
城
市
の
登
録
犬
に
関
す
る
、
い
ろ
い

ろ
な
ラ
ン
キ
ン
グ
を
発
表
し
ま
す
。

　
　
　
　
（
平
成
20
年
９
月
11
日
現
在
）

�
新
城
で
一
番
多
い
犬
の
種
類
は
？

１
位
　
ダ
ッ
ク
ス
フ
ン
ド
・
ミ
ニ
チ
ュ
ア

　
　
　
ダ
ッ
ク
ス
フ
ン
ド
　
　
　
　
555
頭

２
位
　
柴
犬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
495
頭

３
位
　
コ
ー
ギ
ー
　
　
　
　
　
　
　
217
頭

４
位
　
ビ
ー
グ
ル
　
　
　
　
　
　
　
178
頭

５
位
　
ラ
ブ
ラ
ド
ー
ル
・
レ
ト
リ
ー
バ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
168
頭

※
雑
種
は
除
い
た
順
位
で
す
。

�
新
城
で
一
番
多
い
犬
の
名
前
は
？

①
モ
モ
 

　
123
頭
 

⑥
ハ
ナ
　
　
　
64
頭

②
コ
ロ
 

　
115
頭
 

⑦
ジ
ョ
ン
　
　
62
頭

③
サ
ク
ラ
　
81
頭
 

⑧
ラ
ッ
キ
ー
　
54
頭

④
チ
ョ
コ
 

71
頭
　
⑨
チ
ビ
　
　
　
52
頭

④
ナ
ナ
　
　
71
頭
　
⑨
ラ
ブ
　
 

　
52
頭

　
市
で
は
、
こ
う
し
た
機
会
を
通
じ
て
、

地
球
温
暖
化
問
題
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
き
、
さ
ら
に
環
境
に
配
慮
し
た

行
動
へ
と
つ
な
げ
る
取
り
組
み
に
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

昨年のキャンドルナイト・イベント
の様子

昨年のキャンドルナイトでの作品（新城幼稚園）

「
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
新
城
」

　
　
　
　
　
　
　
を
開
催
し
ま
す

「
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
新
城
」

　
　
　
　
　
　
　
を
開
催
し
ま
す

狂
犬
病
の
予
防
注
射
は

　
　
　
 

も
う
お
済
み
で
す
か

狂
犬
病
の
予
防
注
射
は

　
　
　
 

も
う
お
済
み
で
す
か

新
城
市

　
「
ド
ッ
グ
」
ラ
ン
キ
ン
グ

無
責
任
な
エ
サ
や
り
を

　
　
　
し
な
い
で
く
だ
さ
い

無
責
任
な
エ
サ
や
り
を

　
　
　
し
な
い
で
く
だ
さ
い

新
城
市

　
「
ド
ッ
グ
」
ラ
ン
キ
ン
グ
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リ
サ
イ
ク
ル
情
報
コ
ー
ナ
ー

〔
譲
り
た
い
も
の
〕

�
冷
蔵
庫
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
器
（
イ
ス
）

�
ダ
ブ
ル
ベ
ッ
ド
（
折
り
た
た
み
式
）

�
ガ
ス
コ
ン
ロ

�
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
く
つ
棚
（
10
段
）

�
ビ
ニ
ー
ル
カ
ー
ペ
ッ
ト
（
6
畳
）

�
洗
濯
機
（
ひ
と
り
用
）

�
卓
上
ペ
ー
パ
ー
（
紙
）
ド
リ
ル

�
卓
上
糸
ノ
コ
ギ
リ

�
柱
時
計
（
1
カ
月
ゼ
ン
マ
イ
巻
き
）

�
マ
グ
ネ
ッ
ト
バ
イ
ク
（
健
康
器
具
）

�
電
動
ウ
オ
ー
カ
ー
（
健
康
器
具
）

�
学
習
机
（
子
ど
も
用
）

〔
譲
っ
て
ほ
し
い
も
の
〕

�
機
織
機
（
は
た
お
り
き
）

�
シ
ー
リ
ン
グ
フ
ァ
ン
付
照
明
器
具

�
二
段
ベ
ッ
ド

�
ち
ゃ
ぶ
台
（
直
径
70
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
）

「
譲
り
た
い
も
の
」
と
「
譲
っ
て
ほ
し
い
も
の
」

の
あ
る
方
は
、①
名
前
　
②
住
所
　
③
電
話

番
号
を
生
活
衛
生
課
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

製
品
を
処
分
し
た
い
と
き
は

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
?

処
分
す
る
た
め
の
費
用
は

い
く
ら
か
か
る
の
?

　
家
庭
か
ら
廃
棄
さ
れ
る
家
電
製
品
の

う
ち
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
身
近
な
エ

ア
コ
ン
、
テ
レ
ビ
、
洗
濯
機
、
冷
蔵
庫
（
冷

凍
庫
）
は
家
電
４
品
目
と
呼
ば
れ
、
「
家

電
リ
サ
イ
ク
ル
法
」
（
平
成
13
年
４
月

施
行
）
に
よ
り
リ
サ
イ
ク
ル
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
製
品
は
、
小
売
店
や
市
町
村
な
ど
を

通
じ
て
回
収
さ
れ
、
指
定
引
取
場
所
へ

集
め
ら
れ
た
後
、
各
メ
ー
カ
ー
の
工
場

で
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
ま
す
。

　
製
品
を
処
分
し
た
い
場
合
は
、

①
家
電
小
売
店
で
引
取
っ
て
も
ら
う

②
生
活
衛
生
課
へ
処
理
を
依
頼
す
る

③
直
接
指
定
引
取
場
所
へ
搬
入
す
る

の
３
つ
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
①
家
電
小
売
店
へ
引
渡
し

を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
新
し
い
製
品

を
買
う
と
き
な
ど
は
、
必
ず
古
い
も
の

を
引
き
取
っ
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

　
製
品
を
処
分
す
る
場
合
は
、
「
リ
サ

イ
ク
ル
料
金
」
と
各
メ
ー
カ
ー
の
指
定

引
取
場
所
（
豊
橋
市
）
ま
で
の
「
収
集

運
搬
料
金
」
が
か
か
り
ま
す
。

　
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
の
目
安
は
右
表
の
と

お
り
で
す
。
収
集
運
搬
料
金
は
家
電
小
売

店
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
ご
自
身
で
直
接
指
定
引
取
場
所

へ
運
ぶ
場
合
は
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
の
み
の

負
担
と
な
り
ま
す
。
最
寄
り
の
郵
便
局
で

リ
サ
イ
ク
ル
料
金
を
支
払
い
「
家
電
リ
サ

イ
ク
ル
券
」
を
受
け
取
っ
て
か
ら
搬
入
し

て
く
だ
さ
い
。

　
指
定
引
取
場
所
は
メ
ー
カ
ー
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
の
で
、
生
活
衛
生
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
市
へ
処
理
を
依
頼
す
る
場
合
は
、
生
活

衛
生
課
へ
電
話
で
戸
別
収
集
を
申
し
込
む

か
、
鳥
原
埋
立
処
分
場
へ
自
己
搬
入
し
て

く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
い
ず
れ
の
場
合
も

「
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
券
」
と
「
粗
大
ご
み

処
理
券
」
が
必
要
で
す
。

　
粗
大
ご
み
処
理
券
は
、
製
品
１
台
に
つ

き
２
０
０
０
円
（
冷
蔵
庫
は
３
０
０
０
円
）

分
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。
販
売
店
は
、
分

別
ガ
イ
ド
を
ご
覧
に
な
る
か
、
生
活
衛
生

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
処
分
し
た
い
製
品
が
あ
る
と
き
は
、
必

ず
製
造
メ
ー
カ
ー
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
衣
類
乾
燥
機
や
プ
ラ
ズ
マ
テ
レ
ビ

の
よ
う
に
対
象
外
の
製
品
も
あ
り
ま
す
。

詳
し
い
情
報
は
「
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
」
で
確
認
で
き
ま
す
。

U
R

L

　h
ttp

://w
w

w
.rk

c.aeh
a.or.jp

　
東
三
河
地
域
の
８
市
町
村
が
合
同
で
進

め
て
い
る
レ
ジ
袋
削
減
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
、
各
市
町
村
で
行
っ
た
消
費
者
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
や
先
進
自
治
体
の
事
例
な

ど
を
参
考
に
し
て
、
レ
ジ
袋
削
減
の
た
め

の
有
効
な
手
段
と
し
て
有
料
化
に
取
り
組

む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
有
料
化
の
開
始
時
期
は
、
平
成
21
年
４

月
を
目
標
と
し
、
地
域
の
店
舗
へ
参
加
を

呼
び
か
け
、
協
力
店
舗
で
一
斉
に
実
施
し

ま
す
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
、
レ
ジ
袋
を
な
く
そ

う
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
無
駄
な
使
用

を
見
直
そ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
マ
イ
バ
ッ
グ
や
マ
イ
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
使

用
す
る
こ
と
で
、
消
費
者
で
あ
る
皆
さ
ん

も
一
員
と
な
っ
て
、
こ
の
取
り
組
み
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

リサイクル料金

エアコン
3,150円

テレビ
2,835円

洗濯機
2,520円

冷蔵庫（冷凍庫）
4,830円

「粗大ごみ処理券」
（市の販売指定場所で販売）

「家電リサイクル券」
（郵便局で発券されます）

レ
ジ
袋
有
料
化
に

�
　
　
　
取
り
組
み
ま
す
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シリーズ第17話

●問 市民病院　総務課
☎ 23‐7852

　
今
回
は
現
在
の
市
民
病
院
の
診
療

体
制
に
つ
い
て
ご
案
内
し
ま
す
。

【
内
科
】

　
総
合
内
科
と
専
門
内
科
に
分
か
れ

て
い
ま
す
。
総
合
内
科
は
月
曜
か
ら

金
曜
ま
で
毎
日
午
前
の
診
察
が
あ
り

ま
す
。
内
科
の
窓
口
と
し
て
機
能
し
、

救
急
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。
専
門

内
科
は
循
環
器
、
神
経
、
内
分
泌
、

呼
吸
器
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
予
約

診
療
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ま
ず
は
総
合
内
科
へ
受
診
さ
れ
る
か
、

か
か
り
つ
け
医
の
紹
介
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

【
外
科
】

　
月
曜
か
ら
金
曜
ま
で
毎
日
午
前
の

診
察
が
あ
り
ま
す
。
消
化
器
一
般
を

中
心
に
大
腸
肛
門
、
乳
腺
、
血
管
、

肝
臓
の
専
門
外
来
を
開
設
し
て
い
ま

す
。
内
視
鏡
検
査
も
充
実
し
て
い
ま

す
の
で
定
期
的
な
検
査
を
お
勧
め
し

ま
す
。

【
泌
尿
器
科
】

　
月
曜
か
ら
金
曜
ま
で
毎
日
午
前
の

診
察
が
あ
り
ま
す
。
前
立
腺
や
結
石

の
手
術
に
は
最
新
の
医
療
機
器
を
使

用
し
て
い
ま
す
。
透
析
セ
ン
タ
ー
は

ベ
ッ
ド
を
増
や
し
、
よ
り
多
く
の
患

者
さ
ん
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

【
整
形
外
科
】

　
月
曜
か
ら
金
曜
ま
で
毎
日
午
前
の

診
察
が
あ
り
、
水
曜
と
一
部
の
火
曜

に
つ
い
て
は
午
後
も
診
察
を
行
っ
て

い
ま
す
。

【
脳
神
経
外
科
】

　
月
曜
か
ら
金
曜
ま
で
毎
日
診
察
が

あ
り
ま
す
。
午
後
は
原
則
と
し
て
予

約
の
み
で
す
が
、
随
時
対
応
し
ま
す

の
で
受
診
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
事

前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
皮
膚
科
】

　
月
曜
か
ら
金
曜
ま
で
毎
日
午
前
の

診
察
が
あ
り
、
水
曜
と
金
曜
に
つ
い

て
は
午
後
も
診
察
を
行
っ
て
い
ま
す
。

火
曜
の
午
後
は
予
約
制
の
フ
ッ
ト
ケ

ア
外
来
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
小
児
科
】

　
月
曜
か
ら
金
曜
ま
で
毎
日
午
前
、

午
後
と
も
に
診
察
が
あ
り
ま
す
。
乳

児
検
診
や
各
種
予
防
接
種
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

【
産
婦
人
科
】

　
火
曜
の
午
後
以
外
は
月
曜
か
ら
金

曜
ま
で
毎
日
午
前
、
午
後
と
も
に
診

察
が
あ
り
ま
す
。
お
産
は
で
き
ま
せ

ん
が
、
出
産
ま
で
の
妊
婦
検
診
は
お

受
け
し
て
い
ま
す
。
「
お
産
の
病
院

ま
で
遠
く
て
妊
婦
検
診
だ
け
で
も
近

く
の
病
院
で
」
と
い
う
方
は
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
助
産
師

に
よ
る
母
乳
外
来
も
あ
り
ま
す
。

【
耳
鼻
い
ん
こ
う
科
】

　
常
勤
医
師
は
不
在
で
す
が
、
代
務

医
師
に
よ
り
診
察
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
月
曜
、
火
曜
、
木
曜
の
午
前
お

よ
び
第
２
金
曜
の
午
前
に
診
察
が
あ

り
ま
す
。
学
校
へ
通
わ
れ
て
い
る
お

子
さ
ん
が
受
診
さ
れ
る
際
、
少
し
で

も
学
業
へ
の
負
担
と
な
ら
な
い
よ
う

９
時
か
ら
９
時
30

分
の
間
は
お
子

さ
ん
を
優
先
し
て
診
察
し
ま
す
。

【
歯
科
口
腔
外
科
】

　
月
曜
か
ら
金
曜
ま
で
毎
日
午
前
の

診
察
が
あ
り
ま
す
。
虫
歯
や
親
知
ら

ず
、
顔
面
外
傷
、
口
腔
内
の
腫
瘍
な

ど
の
患
者
さ
ん
を
受
け
入
れ
て
い
ま

す
。

　
診
察
医
師
の
変
更
や
休
診
、
診
察

時
間
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は
、
電
話

か
市
民
病
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確

認
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。
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365
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24
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9月届出分
9月1日～30日の間に届出のあった赤ちゃんです。

届出人の承諾を得て掲載させていただいています。

※印は前々日までにご予約ください

児 童 相 談

一 般 健 康 相 談

こ こ ろ の 健 康 相 談

す こ や か 相 談

能 登 瀬 い き い き 広 場

教 育 相 談

登 記 法 律 相 談

法 律 相 談

心 配 ご と 相 談

身 体 障 害 者 福 祉 相 談

知的障害児者福祉相談

市 民 活 動 相 談

女性悩みごと電話相談

消 費 生 活 相 談

人 権 行 政 相 談

年 金 相 談

無 料 住 宅 耐 震 相 談

新城設楽児童相談センター

各 保 健 セ ン タ ー

新城保健センター

鳳来保健センター

東部高齢者生きがいセンター

市民体育館教育相談室

勤労青少年ホーム

作手開発センター

しんしろ福祉会館相談室

しんしろ福祉会館相談室

鳳来開発センター相談室

作手開発センター

しんしろ福祉会館相談室

レインボーはうす

はつらつセンター

じ ょ う ほ う 課

勤労青少年ホーム

市民体育館第１・2会議室

市民体育館第１会議室

都 市 計 画 課

鳳 来 総 合 支 所

作 手 総 合 支 所

毎週月～金曜日　（要予約）

11/10（月）　午前9時　（要予約）

11/10（月）　午前10時　（要予約）

11/18（火）　午前9時30分～10時30分（母子健康手帳持参）

11/26（水）　午前10時　（健康手帳持参）

毎週月～金曜日　午前9時～午後5時　（要予約）

11/13（木）午前10時～午後3時※10日（月）正午までに要予約

11/28（金）午前10時～午後3時※25日（火）正午までに要予約

11/12（水）、26（水）　午後1時～4時（要予約）

11/6（木）、20（木）　午後1時～4時

11/5（水）、19（水）　午後1時～4時

11/10（月）　午後1時～4時

11/14（金）　午後1時～4時

11/12（水）　午後1時30分～3時30分

11/26（水）　午後4時～8時　（要予約）

11/11（火）、25（火）午前10時30分～午後2時30分

11/18（火）　午後1時～4時　（要予約）

11/11（火）　午後1時～4時

11/25（火）午前10時～午後3時※年金の代理請求は委任状必要

11/8（土）、22（土）　午前9時～正午　（要予約）

11/15（土）　午前9時～正午　（要予約）

11/29（土）　午前9時～正午　（要予約）

新城設楽児童相談センター

新城保健センター

鳳来保健センター

作手保健センター

新城保健センター

鳳来保健センター

鳳来保健センター

学 校 教 育 課

司 法 書 士 会

社 会 福 祉 協 議 会

社 会 福 祉 協 議 会

社会福祉協議会作手センター

社 会 福 祉 協 議 会

社 会 福 祉 協 議 会

じ ょ う ほ う 課

フリ ー ダ イ ヤ ル

商 工 課

市 民 課

保 険 医 療 課

都 市 計 画 課

鳳来総合支所経済建設課

作手総合支所地域整備課

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

23-7366

23-8551

32-2811

37-2839

23-8551

32-2811

32-2811

23-7652

22-4076

23-5618

23-5618

38-1481

23-5618

23-5618

23-7623

0120-874-412

23-7634

23-7628

23-7625

23-7640

32-1977

37-2297

相 談 名 な ど � 　　　　　　　　　　　と　　　　　き� 　　　　　　　　と こ ろ �　　申し込み・問い合わせ

※

11月の各種相談

市内の交通事故状況

区

件

死傷者（人）

死　者 負傷者 計

人身

事故

件数

物損

事故

件数
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－15

245

229

－16

920

902

－18

19年

20年

増減

分

累計
9月末
現在

な

ぎ

　
さ

あ

ん

な

け

い

　
と

　は

　

く

ゆ

う

　
り

　ゆ

　

な

れ

い

　
か

ゆ

う

　
な

い

つ

　
き

け

ん

し

ん

　
ゆ

　

の

　
ゆ

　

あ

　
み

　

ほ

あ

い

　
る

い

ず

　む

ひ

さ

　
な

ゆ

う

　
が

も

も

か

く

れ

は



広報しんしろ 2008.11 30

　東三河に住んでいる人々と共に、豊川の源流、

設楽町全域にて人の手で植林された森林の健康診

断調査を行います。専門家でなくとも、楽しく科

学的に、森の水源涵養・水質浄化に関係する、森

の土・地中の状況を把握します。

　豊川の水源林の現状に関心のある方ご参加をお

待ちしています。

　11月２日（日）
　午前９時～午後４時　
　設楽町内スギ・ヒノキ林　
　豊川流域の森林に関心のあり、低山のハイキン
　グができる方（小学生以下は家族同伴）　
　100人（申込順）
　500円
　設楽町清崎スポーツ広場
　設楽町字中田

　サークルK清崎店前

　10月24日（金）
　①参加者のお名前 ②年齢 ③性別 ④「森の健

　康診断」参加経験の有無 ⑤ご住所 ⑥電話番号

　FAX、Emailを記入しハガキ又はファックス・

　Eメールでお申し込みください。

　第三回　豊川森の健康診断実行委員会
　〒441-1326　新城市字中野15-10

　�23-2554　�24-1300・　ovf@tcp-ip.or.jp

　東三河市民活動推進協議会では、どすごいネッ

トの開設2周年を記念し、東三河地区で活動する

ボランティア・市民活動団体の方や、市民活動や

ボランティアに興味のある方を対象とした交流会

を開催します。ぜひ、ご参加ください。

　11月15日（土）　
　午後２時30分
　こども未来館ココニコ
　豊橋市松葉町三丁目１番地　�0532-21-5525
　100人
　東三河で活躍するボランティア・市民活動団体
　の方、市民活動やボランティアに興味のある方
　無料
　�どすごい・オブ・ザ・イヤー発表
　�どすごいセミナー「東三河5市の市民活動セ
　　ンターの紹介」
　�どすごいミーティング（交流会）
※事前の申し込みで受け付けますが、当日、直接
　参加もできます。
　じょうほう課　�23-7623

　9月10日（水）協和小学校で「第3回 響け杉の子

音読発表会」が開かれ、保護者の前で子どもたち

が本の音読をしました。

　協和小学校の杉浦徹校長は、「みんな口を大き

く開けて、一言ひとこと、ことばを大事に、しっ

かり発音していてよかった」と話していました。

　新城ボーイスカウト

　第一団副団委員長　権田重紘　�22-0580

   ボーイスカウトは、家庭、学校ではなかなか学

　べ ないさまざまな活動を、自然の中で年齢の異

　なる 仲間と行うことで、青少年の健全な心と体

　を育てます。

　ビーバースカウト…小学１・２年生

　カブスカウト…小学２～４年生

　ボーイスカウト…小学5年生～中学3年生
　※募集は随時しています。

〔表紙の写真説明〕

　ダイズの会は、「めざせ明日のまちづくり

事業」の補助を受け、購入した大豆脱豆機

を、今年も無料貸出しいたします。

（ただし、ガソリンは実費）詳しくは、お電

話ください。

　ダイズの会事務局　

　�24-9177　　代表／林　清彦

大豆脱豆機の貸し出し

ボーイスカウト募集

す い げ ん か ん よ う 　 　 す い し つ じょう か

●時

●対 ●対

●対

●問

●定

●定●所

●時

●所

●所

●￥
●￥

すぎ うら　とおる

●申

●申

●em

●内

●〆

●集
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6歳
（平成14年9月15日生）新風くん

父　岡本 典史さん

母　　　　睦子さん（鳳来・長篠）

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
初
め
て
登
場
す
る
お
子
さ
ん
に
限
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

※
10
月
16
日
発
行
日
現
在
の
年
齢
で
す

お詫びして訂正します
10月号「集まれ！ちびっこ広場」掲載の櫻本宏隆さんは
櫻本広隆さんの誤りでした。

｢フルーツ大好き !!　

　　　　誕生日にメロンもらったよ｣

　桜の専門家を招き、桜の木の剪定作業を行いま

す。当日参加もＯＫです。興味ある方は、ぜひご参

加ください。公園を歩きながら、桜についてのよも

やま話が聞けます。

　11月16日（日）※小雨決行

　午前10時～午後３時（受付 午前9時30分から）

　桜淵公園　木かげプラザ広場

　（桜の剪定は公園内全体で行います）

　どなたでも結構です。（当日参加もOK）

　桜の街の実行委員会　代表　松井

　�22-3855

秋のさくら祭り

取
り
扱
い
求
人
数

介
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・
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事
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造

全

職
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90
人

60
人

63
人

362
人

788
人

　
お
仕
事
探
し
と
求
人
の
募
集

は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

※
平
成
20
年
9
月
末
現
在

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
は
、
国
の
機

関
の
た
め
す
べ
て
無
料
で
す
。

・
お
仕
事
を
探
し
て
い
る
方

　
仕
事
の
相
談
、
面
接
希
望

　
者
へ
の
紹
介
、
履
歴
書
・

　
職
務
経
歴
書
な
ど
各
種
書

　
類
の
書
き
方
ア
ド
バ
イ
ス

・
求
人
の
募
集
を
し
て
い
る

　
会
社
な
ど

　
求
人
募
集
の
申
し
込
み
、

　
求
人
条
件
に
関
す
る
相
談

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
新
城
か
ら
の
お
知
ら
せ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
新
城
　
☎
22
‐
1
1
6
0

●問

　エチオピアから、大活躍中の国立民族舞

踊団が新城にやってきます。一夜限りの新

城公演にぜひお越しください。

日　時　11月6日（木）
　　　　午後7時開演
会　場　新城文化会館
出　演　エチオピア国立民族舞踊団
入場料　大人　　　1,000円
　　　　中・高校生　500円
　　　　小学生以下無料
☆チケットを協会事務局で販売しています。

　当日は午後6時30分から受付で販売します。

問い合わせ
新城市国際交流協会事務局
市役所本庁舎　☎23-7783

 市交通安全推進協議会主催による、平

成20年度「親子交通安全標語」優秀作

品標語幕の贈呈式が、9月26日(金)に行

われ、出席した幼保育園児と保護者に、

協議会長の穂積市長から標語幕と表彰

状が手渡されました。

◎最優秀賞・中央保育園　末舛斗希さんの作品

　「運転で　スピード落とせばエコになる

　　　　　子供の未来にできること」

◎優秀賞・新城幼稚園　加藤高澄さんの作品

　「ママの手と　シートベルトにヘルメット

　　　　　　私のいのち守るもの」

◎優秀賞　千郷東保育園　浅尾七莉さんの作品

　「車にのったらお約束　

　　　　　ベルトをしめよう　うしろもね」

親子
交通安全標語
優秀作品が
決まりました

市民安全対策室
☎23‐7613

のりふみ

すえます と き

か とうたかすみ

あさ お　なな り

あ ら し

むつこ

●問

●問

●対

●時

●所



広報しんしろ「ほのか」は、環境に優しい大豆インキおよび再生紙を使用しています。 
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夏
目
み
ゆ
き

　
市
内
北
部
地
域
で
は
平
成
26
年
度

の
完
成
を
目
指
し
て
、
新
東
名
の
建

設
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
建
設
道

路
に
か
か
る
田
畑
や
民
家
は
、
交
通

網
の
発
展
の
た
め
立
退
の
決
断
を
迫

ら
れ
、
多
く
の
住
人
が
移
転
を
余
儀

な
く
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
中
の
一
軒
に
牛
倉
地
区
に
あ

る
私
の
実
家
が
あ
た
り
、
こ
の
９
月

に
慣
れ
親
し
ん
だ
家
の
解
体
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
解
体
に
あ
た
り
、

数
年
前
か
ら
庭
の
隅
で
土
器
や
石
器

の
欠
片
が
見
つ
か
っ
て
い
た
た
め
、

本
格
的
な
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
幼
い
こ
ろ
、
一
日
中
遊
ん
だ
庭
や

そ
れ
に
続
く
田
畑
の
下
か
ら
、
ご
先

祖
様
が
住
ん
で
い
た
竪
穴
住
居
や
日

常
に
使
っ
た
土
器
が
現
れ
た
の
で
す
。

竪
穴
住
居
は
５
棟
見
つ
か
り
、
今
か

ら
1900
年
（
弥
生
時
代
後
期
）
か
ら

1700

年
（
古
墳
時
代
前
期
）
前
か
ら
、
こ

の
地
に
人
々
の
暮
ら
し
が
あ
り
、
定

住
し
て
い
た
こ
と
が
は
っ
き
り
と
証

明
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
れ
は
深
さ
70
セ
ン
チ
か
ら
80
セ

ン
チ
の
手
の
届
く
よ
う
な
浅
い
と
こ

ろ
に
あ
り
、
ポ
ッ
コ
と
顔
を
出
し
た

土
器
（
高
杯
）
は
「
や
あ
、
こ
ん
に

ち
は
。
今
の
暮
ら
し
は
快
適
か
ね
。

こ
こ
で
出
会
え
て
う
れ
し
い
よ
」
と

言
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
の

で
す
。
こ
の
住
居
跡
の
中
に
は
「
炉
」

が
作
ら
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
し

た
。
近
く
の
野
山
で
採
取
し
た
も
の

や
こ
の
こ
ろ
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
、

稲
作
で
収
穫
さ
れ
た
お
米
を
調
理
し

た
も
の
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
「
こ
の
住
居
跡
や
土
器
の
欠
片
は

そ
の
昔
、
ご
先
祖
様
が
使
っ
た
も
の

に
間
違
い
は
な
い
。
こ
こ
は
山
の
麓

で
近
く
に
は
小
川
が
流
れ
る
小
高
い

丘
の
上
。
水
に
も
食
料
に
も
困
ら
な

い
と
こ
ろ
。
私
が
今
こ
こ
に
こ
う
し

て
生
き
て
い
る
の
も
、
こ
れ
か
ら
子

ど
も
た
ち
が
成
人
し
家
族
を
も
ち
脈
々

と
生
活
が
続
け
て
い
け
る
の
も
、
こ

の
ご
先
祖
様
の
営
み
が
あ
っ
た
か
ら

こ
そ
の
な
の
だ
。
」
と
熱
い
想
い
が

込
み
上
げ
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
発
見
さ
れ
た
遺
跡
は
「
吉
竹

遺
跡
」
と
名
付
け
ら
れ
、
市
内
に
あ

る
多
く
の
遺
跡
の
仲
間
入
り
を
し
ま

し
た
。
市
内
の
遺
跡
に
つ
い
て
調
べ

て
み
ま
す
と
、
こ
の
遺
跡
の
近
く
に

は
昭
和
23
年
に
調
査
が
行
わ
れ
た
「
大

ノ
木
遺
跡
」
（
大
宮
地
区
・
縄
文
時

代
か
ら
弥
生
時
代
）
が
あ
り
、
そ
の

発
掘
調
査
に
ご
尽
力
さ
れ
た
大
宮
地

区
の
考
古
学
研
究
家
・
故
夏
目
邦
次

郎
氏
が
書
か
れ
た
「
大
昔
の
新
城
」

と
い
う
冊
子
に
出
会
い
ま
し
た
。
冊

子
の
中
で
「
郷
土
の
研
究
は
、
た
だ

昔
の
こ
と
を
思
い
出
し
た
り
、
感
心

し
た
り
し
て
、
お
国
自
慢
を
す
る
材

料
に
な
る
も
の
で
は
な
く
、
祖
先
の

息
吹
を
呼
吸
し
な
が
ら
、
現
在
お
よ

び
将
来
の
生
活
を
み
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
り
た
い
。
（
中
略
）
縄
文
―

弥
生
―
古
墳
と
世
の
中
は
自
然
に
変

わ
っ
て
来
た
の
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ

ま
な
困
難
に
真
正
面
か
ら
ぶ
つ
か
っ

て
、
新
城
の
土
台
を
築
い
て
き
た
わ

た
し
た
ち
の
祖
先
の
た
く
ま
し
い
歩

み
に
よ
っ
て
、
か
え
ら
れ
て
き
た
こ

と
を
思
っ
て
く
だ
さ
い
。
」
と
記
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
ば
は
、

明
治
・
大
正
・
昭
和
・
平
成
と
市
町

村
合
併
を
繰
り
返
し
、
3
年
前
に
歴

史
的
な
大
合
併
を
行
い
、
県
内
２
番

目
の
面
積
と
な
っ
た
新
城
市
の
将
来

を
見
据
え
て
進
む
時
の
大
き
な
指
針

と
な
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
市
で
は
新
生
・
新
城
市
の
総
合
計

画
が
策
定
さ
れ
、
新
た
な
「
ま
ち
づ

く
り
」
が
行
な
わ
れ
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
新
東
名
の
開
通
は
こ
の
計
画

を
遂
行
す
る
た
め
の
大
き
な
柱
の
ひ

と
つ
と
な
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

今
回
発
見
さ
れ
た
遺
跡
の
上
に
新
東

名
が
建
設
さ
れ
、
あ
ら
た
な
歴
史
が

創
ら
れ
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
も
人
間

の
営
み
で
あ
り
、
社
会
の
発
展
の
た

め
に
必
要
な
こ
と
で
す
。
こ
う
し
て

歴
史
は
創
ら
れ
、
わ
た
し
た
ち
の
生

活
は
こ
の
地
で
受
け
継
が
れ
て
い
く

の
だ
と
確
信
し
ま
し
た
。

よ

し

た

け

だ

い

た
か
つ
き

たかつき

の

　

き


